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■回転体く体積､表面積､重心〉

■等高線法による体積
■放射距離

発展するウシカタのエクスブラン
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多様な測図アイテム

C+､CⅡ+の機能を引きついでさらに充実

従来のエクスプランC+､CⅡ+と全くl司じ操作で使えます｡条件設定

がコンピュータのマウスのような手継な操作でもできるようになってい

ます｡その他の特殊な測定機能も加わりました。
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測定幅と機体長の比を大きくして使いやすい設計です
特殊測定

圏謡 回転体く体積､表面積､重心〉
直線を軸として回転させて出来る立体の断面図から体狼・
表面積･重心が正確に同時に求められる。
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測定I鵬が拡大。
中空の回転体も測れる。

放射距離
任意の1点からの距離
を連続して計測できる。

等高線法による体積
等高線図から地形の体
調を求められる。騒瀦

CIT+,と同じで全長が短い。
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をとらないミニサイズ。x-PLANFnnF作梁スペース

-世界につながるデジタイザ機能RS-232Cで各種測定ｼｽﾃﾑを構築
●コマンドを使って､コンピュータ側から本援をコントロール各種活用ソフト
できる■X･テーブルE-1できる■X･テーブルE-1/E-2/E-3：表計算ソフトの
●ヂジﾀｲげの世界標準インターフェースWintabドﾗｲﾊ゙ セルに直接測定値を入力､E-3は図も表示
●通信条件の自動湧誰(プラグ＆ブﾚｲ）■X一ｷｬ:AutOCADのヂジﾀｲサとして働く
●全ての測定値をユーザプログラムで読取れる■X･マップ(ミニGIS)
●コンピュータの指示でも図上に座標点をマークできる■基本･応用活用ゾﾌﾄ集

資料のご請求は下記FAXで
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<表紙写真〉区民運動会第46回森林･林業写真コンクール佳作南真次（和歌山県・古座川町在住)撮影。

古座川町添野川地区は，約13年前に学校が休校になり，その後は毎年区民みんなで運動会を開催している。

当日は町外県外へ働きに出ている人もふる里へ帰り，区民と楽しいひとときを過ごす。グランド周辺は山に

囲まれ、特に後方の山は見事。
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もっと多くの人に
’|胄報を

｢木のなんでも相談室」10年の歩みから－

⑤はじめに

つつもとたくぞう

筒本卓造
財日本木材総合情報センター

木のなんでも相談室/前室長

1928年広島県生まれ｡1951年九州大学農学
部卒業｡同年より1988年まで農林省林業試験
場（現・森林総合研究所）勤務，乾燥研究室
長，加工技術科長,木材部長を歴任,1988年
より側日本木材総合情報センター「木のなん
でも相談室」を担当。農学博士。

財日本木材総合情報センター「木のなんでも相談室」が，昭和63年10月新木

場に近いウッデイランド東京の一角に開設されて10年余を経過しました。当時，

当センターは日本木材備蓄機構と称し，木材等の需給・価格の大幅な変動に対処

するための備蓄が主たる業務でしたが，この年，木材に関する広範な情報を総合

的に提供する「木材総合情報センター事業」が開始されることになり，これに伴

って，この相談室が開設されたわけです。開設から今年3月まで室長としてｲ;'1談

業務を担当してきましたが，相談室がそれなりの評価をいただきながら今日を迎

えることができたのも，ひとえに関係各位のご理解とご支援によるものと深く感

謝している次第です。退任の機会に，相談室の歩みと現状，そこでのさまざまな

質問・対応などを紹介させていただくことにします。

②一林業技術No.6901999.9
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●木のなんでも相談室の経緯と現状
相談室開設の昭和63年といえば，青函トンネル，瀬戸大橋が相次いで開通，東

京ドームの完成など日本経済好況の真っただ中でした。当時のウッディランド東

京では，前年オープンした住宅展示場に在来工法住宅13棟（追加2棟)，ログハ

ウス6棟（追加2棟）があり，都内唯一の木造在来工法・国産材多用の住宅展示

場として活況を呈しました。そこを訪れての行き帰り，相談室に立ち寄られる人

も多く，また，開設場所がログハウスであったこともあり，ログハウスヘの関心

の高さに驚かされたものです。構内に林野庁「モデル木造施設建設事業」として
しゅん

東京都木材団体連合会による湾曲大断面集成材大型木造施設｢木の情報館｣が竣

工したのを機に，相談室はそこに移り，現在に至っています。

平成3年以降，構内展示場の一部住宅の撤退，その後の国有林赤字対策の一環

として敷地の売却等により展示住宅も減って来訪者の立ち寄りもだいぶ少なくな

りましたが，木材の加工・流通等の企業や設計事務所・工務店など建築関係の企

業からの技術的な質問，さらに各地消費生活センター，小中学校の先生・生徒等

からの質問が増え，特に建築・木工等関連誌の取材が目立ってきました。現状を

紹介しますと，

利用者は電話,ファックスを含め年約1,800～1,900件,今までの総計18,500件

余，内訳は概略，官公庁18％，団体･学校23％，企業29％，一般25％，報道・

出版関係5％です。報道・出版関係は取材だけでなく原稿の校閲的なことも依頼

され，時間的な割合としては相当大きくなります。

保有の図書・資料類は，木材関係図書約500冊，建築関係図書250冊，雑誌類

22種，新聞類6種。ビデオテープは森林，木材･木製品，建築関係計約70巻。木

材標本は国産材，輸入材，建築用材等9組・約600点，ほかに木質建材サンプル

は壁板類・床板類，各種木質材料等約100点を保有しています。さらに，相談室

開設時以来「木材総合情報データベース」として光ディスクによる画像データベ

ースを導入し，木材の樹種・特性，木材の加工，木造住宅等についての技術情報

をはじめ，木材店，木工品メーカーなどのリスト情報が1万件以上収録されて，

これらが日常の質問の対応に大きく役立ってきました。現在これらのデータは当

センターのインターネットホームページに順次移し，主要なものについてはほぼ

終了しています｡参考までにホームページとEメールのアドレスを,「水のなんで

も相談室」の所在地・電話番号などとともに本稿末尾に付記しておきます。

●多く受ける質問
相談室では，来訪，電話，ファックス等を含めさまざまな質問を受けますが，

まず経常的に多い質問を挙げてみますと，

(1)木材の樹種とその特性は？

最も多い木材の樹種，その特性に関するものについては，一般の方からの住宅

建設に当たっての部位別の望ましい樹種，設計事務所・工務店等からの樹種特性

の確認，木工・木彫などに適する樹種，さらに一般雑誌での樹種・木材解説のた

’

林業技術No.6901999.9-③
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めの資料，クイズ番組の出題関連など実にさまざまです。国産材ではスギ，ヒノ

キ，次いでヒバ，キリなどに対する質問が目立ちます。外構材として薬剤処理を

しなくとも耐朽性の高い輸入材レッドウッド，イペ（タベブイア)，エッキ（ボン

ゴシ)，ジャラなど，また，持続的に生産される熱帯造林樹種アルビジアファル

カータ，ゴムノキなどについての問い合わせが多くあります。やはり環境問題の

関心の高まりの結果でしょうか。

(2)木造住宅の居住性，耐久性，価格は？

住宅建設の計画段階の人たちから，木造住宅と非木造住宅の居住性，耐久性な

どに関するいろいろな質問を受けます。最近におけるr住まいと健康」問題に関

連して，木材の温かさ，訓湿機能，抗菌・防ダニ作用などに対する具体的な説明

が求められます。また，阪神・淡路大震災のあと，特に在来軸組工法住宅の耐震

性についての質問が急増し，また，最近は新築住宅におけるホルムアルデヒドの

ような揮発性有機物質(VOC)の放散問題に関する質問が非常に多くなってきて

います。

一方，木造住宅は非木造住宅に比べ，どの程度高いのか，木材賀の割合は？と

聞かれます。木造住宅は高いと決めてかかっている人が少なくなく，木材が高価

だからというのです。一般住宅のスギ，ヒノキの柱材の品等別価格を具体的に示

し,建築費の中で占める木材費が15％以下という事例を示すと驚く人が多いのが

実態です。

(3)ログハウス種類，価格，メーカーは？

自然志向の現れとして，ログハウスに関する質問が多くあります。ログハウス

に対しては高所得者のセカンドハウスという印象を強く持っていましたが，意外

に若齢層の関心が高いようです。理由として首都圏での住宅事情を反映した新し

いライフスタイル，週末の憩いの場，育児の場を得たいという切実な願いが込め

相談室での対応の様子

④一林業技術No.6901999.9

られています。それらの人

たちの手の届く規模・価格

のログハウスの普及力窪ま

れます。

(4)各種木材，木質材料，

木製品の価格，入手先は？

製材品，集成材，合板，

ボード類など一般建材や壁

材，フローリングの種類・

特徴，それらの価格・入手

先の問い合わせが多くあり

ます。木箱，浴槽，スノコ

など日用木製品の入手先も

よく聞かれます｡また,次々

に登場するOSB,PSL,

SSTなど新しい木質材料
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の内容に関する質問も多く，それらの情報の収集には鋭意努めていますが，なか

なかカバーしきれません。

●印象に残る質問

次に，質問のうち印象に残る，あるいは苦慮したものを挙げてみますと，

(1)木造住宅は環境破壊につながらないか？

開設当初のころ「木造住宅に住みたいと思うが，それには樹木を切り倒し森林

を破壊すること，環境破壊に組みすることにならないか」という質問を受けたと

きには，正直驚きました。環境問題が大きな関心事になって久しいのですが，類

似の趣旨のことが今も尋ねられます。利用促進運動の一環として「木材利用と環

境」の問題が大きく取り上げられ，理解も広がっていることは大変喜ばしいこと

ですが，論議が関係者の中にとどまることなく，より広く一般消費者に届いてほ

しいものです。熱帯林の減少は確かに深刻な問題ですが，日本，北米，北欧など

温帯・亜寒帯人工林では事情が全く違うこと，森林がいつも若々しい状態を保つ

ことが重要であることを説明します。

(2)国産材が外材に比べて優れている点は？

国産材の役物ヒノキ，スギ等は木目，色，つや，香りなどの面で多くの外材よ

り明らかに優れています。並材についても，陸|産材にはフイトンチッド（精油）

を多量に含む樹種が多く，また，経時的な色変わりも多用されるヘムロック等よ

り好ましいといえます。しかし，構造材としての特性は必ずしも優位とはいえず，

相対的な材価，品質の安定，品ぞろえなどで利用されにくい面があることは事実

です。一方，ぜひ国産材を使いたいと考えている人は少なくありません。「郷土の

森林ひいては国土を守るために地元の材を使おう」という「東京の木で家を造る

会」のような動きがもっと広がってほしいものです。信じがたいことですが，国

産材使用の希望に対し，大工・工務店からスギ，ヒノキなど国産材は入手できな

いと言われるということを聞きます。まれなことではないらしいのです。業者の

口実という面もありましょうが，そう言わしめるような状況に対しては速やかな

対応が必要で，所要の品質・量の国産材が，どこでも，いつでも入手できる体制

が1日も早く実現することを願ってやみません。

(3)柱材の寸法不足をどう説明するか？

最近続けて柱材の寸法不足について質問を受けました。まず一般消費者からで，

新築住宅の和室の105mm角と表示の柱の寸法が102mmであった。欠陥品では

ないのか？さらに，工務店から新築住宅の寸法不足材に対するクレームを受け

ている，一般的にはどのような説明･対応がされているか？というのです｡JAS

製品利用の有無は別として出荷時の表示寸法しか保証しない現在の仕組みでは当

然起こり得ることです。これに対し「2×4」材も2インチ，4インチより相当

小さい寸法であるが，この材の呼称と受け止められている。現状では105型材料

と理解してもらうしかないとへ理屈を言いましたが，寸法減少を当然とした木材

サイドの体質が問題です。すでに乾燥後，当該寸法にモールデイングして出荷す

る製品も増えており，一日も早くこれらが常識になり，広く流通するようになっ
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てほしいものです。

(4)接着製品の耐久性・安全性は大丈夫か？

新築住宅の使用材料として，工務店が柱に集成材，床に複合フローリングを使

うというが，はがれないかと問われます。かつて見た，はがれた合板の印象がぬ

ぐえないというのです。集成材による大型木造施設や橋梁等の事例を引きながら，

用途に合った耐水性能の製品を利肘すれば心配ないと説明しますが，こうした接

着製品に対する不安感を持つ人は予想以上に多いようです。一方，新築住宅の室

内空気汚染の主犯が接着製品と決めつけ，いっさい接着剤を使わない住宅建設の

可否を聞かれます。不可能ではないはずと答えながらも，気密性とのかかわり，

合板，ボード類の低ホルマリン製品，集成材の脱ホルマリン製品のことなど懸命

に説明しますが，過敏症の方の反応は想像を超えるものｶぎあります。

このほか，最近多くなった質問としては，木材と健康との関連，特に木材のに

おい，抗菌・防ダニ等の諸作用，地球温暖化に関連して木材利用のCO2増加抑制

効果，エクステリアウッドへの関心の高まりに伴い，耐朽性の高い樹種，保存処

理・メンテナンスの方法等が挙げられます。

●おわりに

私にとって，長くも短くも感じられる10年でしたが,4月より前東京大学教

授･岡野健氏を後任の室長としてお迎えしました。今まで同様，皆様の一層のご

支援を願う次第です。それにつけても，一般の人の場合，樹木と木材との区別は

なく，相談室で森林の公益的機能，樹木の育成，果ては庭木の手入れにかかわる

ことまで聞かれます。「木のなんでも相談室｣は一般論としてはグッドネーミング

でしょうが，担当者にとってはつらく感じたことも少なくありません。一般的な

質問に対しては一応の対応はしますが，内容によって林野庁広報室，森林総合研

究所，東京都・緑の相談室などを紹介しています。地球環境問題にも関連して，

森林・林業に対する質問は小・中学生から一般市民，報道関係者まで対象は広い

範囲にわたっています。冒頭に挙げたように木材利用に対する誤解も依然根強い

ものがあります。これらに対しできるだけ広く的確に対応していくために，それ

に専任する森林・林業に関する類似の相談室があってくれたらと痛切に思います。

この機会に関連団体全体としてぜひご検討いただきたいものです。

〔完〕

(財)日本木材総合情報センター木のなんでも相談室

〒135-0052東京都江東区潮見2-8-16ウツデイランド東京内

TEL:03-3615-2816FAX:03-3615-3563

URLhttp://www・jawic.or.jpE-mailsodan@jawic.or.jp
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多様性を求めた森林施業の先駆
一東大北演の林分施業法一

罪
喝
一
一

きさぬきひろみつ

木佐貫博光東京大学農学部附属演習林北海道演習林助手

鐙背景

東京大学北海道演習林(以下北演）は1899年内

務省からの所管換えによって創設され，今年で百

周年を迎えます。北演には創設当時からすでに2

万haを超える広大な面積の森林がありました。

この広さは，林学科の本多静六元教授が森林施業

や見本林造成のために必要だと提示した面穣でし

た。現在,総面積22,825haのうち,19,837haの

森林を対象とした施業実験が行われています。

森林施業については，冬の寒さが厳しい道央部

では育苗技術が確立されていなかったこともあり，

当初から施業案に基づいて択伐が行われました。

第1期施業案は1907年に編成されました。その

後，第5期(1926年)からは約10年おきに経営案

が再編され，現在は1996年編成の第11期試験研
のつと

究計画案に則り施業実験が実行されています。

現在の施業実験の基礎となるのは，高橋延清元

林長時代に編成された林分施業法に基づく第8．期

経営案(1958年）でした。それまでの森林施業

は，大規模な1911年の山火事，農地の開拓，戦時

中の過伐，第5期(1926～37年)の造林休止，1952

年の緊急農地開拓による林地解放,1954年台風被

害(31万nf)などのため,施業案どおりに進まない

ことが多かったようです。その実体は，大径木や

形質優良木の伐採を繰り返すもので，森林蓄積は

極度に低下し，林分構造も悪化の一途をたどって

いました。これらの施業が招いた森林の劣化に対

する反省から，林分施業法が考案されました。

●林分施業法のはじまり

高橋元林長は，それまでの施業方法における失

敗点として，選木の失敗，補助造林を行わなかっ

た点，天然更新が期待できない場所でも択伐を行

った点の3点を挙げました。しかし，立地，選木

技術，補助造林などに配慮すれば，広義の択伐作

業が可能であると考えました。そこで，立地およ

び林型の違いによって林分を区分し，それぞれの

林分ごとに適した施業計画を適用するという林分

施業法を提唱しました。この施業法の特徴は，林

分区分だけでなく選木基準にもあります。すなわ

ち，従来行っていた良木を中心とする伐採を改め，

不良木を中心とする伐採に転換したのです。現在

の施業案にも生かされている選木基準には次の点

が挙げられます。

1）枯損木，病虫害木，過熟老齢木，形質不良木
とうた

など不良蓄積の淘汰

2）貧弱な樹冠で着葉量が少なく生産能力の低い

上層木の淘汰
そがい

3）更新を阻害するササの減少を意図した，針広

混交林での針葉樹の残存と広葉樹の優先伐採

4）針葉樹稚幼樹の発育を妨げている中下層の不

良広葉樹の淘汰

5）広葉樹が極めて少ない林分では，広葉樹の更
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新促進のため，針葉樹の強度伐採

6）針葉樹の量的成長増大，広葉樹の付加価値増

大の促進を重視

この選木基準は，鼠的成長だけでなく質的成長

を考慮し，森林がより良くなるように伐採木を決

定していくものです。また，最終的には針広混交

林へ導くことを目指しています。

鐙林分施業法の実際

現在の施業計画における択伐林分の取り扱いに

ついて見ると,低標高地の第1作業級では10年回

帰,択伐率を蓄積の16％とし,奥地に位置する比

較的高標高地の第2作業級では20年回帰択伐率

を17％としています。なお，第2作業級では直営

生産が行われています。

また，択伐施業の基盤ともいえる林道網は1998

年3月現在,総延長918km,林道密度40.2m/ha

に及びます。この高密度林道網によって，大型高

性能機械の活用や大型|､ラックによる搬出が可能

になりました。今後は，既設の林道を有効利用す

るように転換する時期に来ています。

さて，択伐作業の中でも，その後の森づくりに

大きくかかわるのは選木です。北演における選木

過程について見ると，まず林況調査をし，次に現

地検討会で選木の意志決定がなされ，収穫調査で

実際の選木が行われます。

林況調査では，施業対象となる林班の中で林型

を異にする各林分に0.25haの調査地が複数個設

置され，樹種，本数，蓄積，稚樹（副木）などが
がかり

調査掛によって踏査されます。

蓄績調査の終わった2月～4月上旬に現地検討

会が催されます(写真①)。現地検討会では施業予

定の森林を実際にスキーで歩き，林況データと照

合します。林型区分されたそれぞれの林分での施

業方針や具体的な選木などが，数多くの職員によ

⑬－林業技術No.6901999.9

卦写真①現地検討会（1998年2月）

って議論されます。例えば，疎林を皆伐して造林

するかどうかや，風害などによって疎林化した択

伐林で択伐を実行するかどうか，林道や作業道の

開設場所，補植林分に造林するかどうかなど，場

所ごとに異なるケースが丹念に討議されます。

現地検討会で決められた方針をもとに，調査掛

が収穫調査を行います。伐採木の選木は，推定林

分蓄積に択伐率を乗じて得られた収穫予定蓄職に

達するように行われます。

収穫量は,1958年から1980年までの23年間で

年平均約6万8千㎡です。収穫量は,1981年台風

害の後遺症などのために減少の一途をたどってお

り，1998年度のそれは約3万4千nfでした。

鍾林分施業法と森林の多様性

(1)現地検討会

北演の低標高地は針広混交林帯に属し，キタコ

ブシ，エゾヤマザクラ，オオモミジやイタヤカエ

デなど，春や秋に山を彩る落葉広葉樹がたくさん

生育しています。林分施業法力遁用された当初は，

トドマツなどの針葉樹が概して落葉広葉樹よりも

優先的に温存されたため，全体的に落葉広葉樹の

割合が減少していきました。近年は，現地検討会

で話し合われる選木基準の中で，景観に配慮した

選木が話題になることもあり，森づくりの意識も

若干変化してきたようです。

さらに，ある樹種の大径木が少数個体しかない

林分でそれを母樹として残すかどうかや，エゾマ

ツに対するヤツバキクイムシなどの影響を考慮し

た伐採，クマゲラの餌木を残すなどのような，野

生生物の生育環境を考慮した議題も挙がります。

このように現地検討会は，択伐後の樹種構成を

決定づけるだけでなく，野生生物の保全を森林施

業に生かすうえで重要な役割を果たしています。

(2)優良形質木の単木管理

林分施業法には，形質が優良な木を単木ごとに

管理する概念があります。すなわち，用材価値の

高い落葉広葉樹のうち，幹が通直・正円で枝下高
よじ

が高いなど形質が特に優れ，振れ・節・腐れなど

の欠点のないものを個体ごとに登録し，従来の施

業案から外して回帰年を設けずに単木管理します。



し写真②ウダイカンバを主体とする山火再生林

(1999年7月）

登録は1965年から開始され，第10期試験研究計

画案（1986年）から収穫が実行されています。現

在，落葉広葉樹19種3,732本が登録されていま

す。蝋木管理によって，良質な木材を適時に生産

できるだけでなく，優良な形質につながる遺伝子

を持つと思われる種子が長期間にわたって森林に

散布されるものと期待されます。

(3)育苗・造林・育林

北演では1906年に苗畑が置かれ,現在も，トド

マツ，エゾマツ，アカエゾマツの3樹種を主とし，

年間約6万本の種苗生産を行っています。これら

自生種の苗木生産は，採種から育前まで，ほとん

どが直営で行われてきました。北減内で採取され

た種子をもとに育苗していることは，各樹種に他

地域からの遡伝子が流入するのを防ぐために有効

だと考えられます。

｜淵設後最初の大規模な造林としては1911年山

火事(3,600ha)後の造林があり，エゾマツ11.1引苗

や道外から導入された種子をもとに育苗したヨー

ロッパトウヒ，ストローブマツ，カラマツなどの

苗が7年間で329ha植えられました《〕その後，

1981年台風害の復旧造林には1983年から7年間

で976haの造林が行われました｡これらを含めた

造林面職は，開設当初から1998年までに3,437

haに達しています。

1954年以降，ミズナラ，ウダイカンバ，シラカ

ンバ，カツラ，ヤチダモ，イヌエンジュ，ハリギ

リ，ケヤマハンノキなどの落葉広葉樹も獄極的に

造林され，1995年までの造林而穣は223haに及

びます。しかし，近年植栽されたこれら落葉広葉

樹の大半は，ウサギやネズミ類による食害が著し

く，成林の見込みのない場所も見られます。多様

性の高い森林を造成するには，数多くの樹種を植

栽あるいは播種する必要がありますが，現状では

困難なようです。
じごしら

また造林の際，育林の省力化を目指し，地栫え

後は植栽密度を1,500本/ha程度に引きFげてい

ます。風害林分の地はぎ地では500本/haの植栽

とし，混交林の成立を見込んで保育を行わない方

針です。

保育では，人工造林地や補植林分において天然

更新した落葉広葉樹を残し，針広混交林への誘導

を進めています。

念森林の多様性を維持しつつ

施業するための課題

(1)エゾマツ資源の減少

北演内で比較的標高の高い森林を優占する，エ

ゾマツの資源が減少しています。エゾマツの更新

は大部分が倒木更新に依存しています。択伐を行

うとどうしても倒木の本数が少なくなります。そ

のうえ，グラップルスキシダ等の重機の林内走行

が，稚樹の本数減少に拍車をかけます。エゾマツ

資源の減少を少しでも緩和するために，奥地林の

一部では択伐後，エゾマツの補助造林を50本/ha

行っています。

(2)エゾシカによる森林被害の増加

道内では近年，エゾシカの個体数増加に伴う森

林被害が各地で報告されています。北演でもエゾ

シカは増加しており，高木ではハルニレ，オヒョ

ウ，イチイが，低木ではツリバナやマユミが特に

激害を被っています。特定樹種の選択的食害によ
唐く･

って樹種多様性の低~ドが危倶されます。

(3)山火再生林における施業

1911年の山火門生林には，ウダイカンバを主体

にミズナラやハリギリなどの混生する落葉広葉樹

林が成立するため(写真②)，独自の施業計画が適

用されました｡北演で産出されるウダイカンバ(通

称マカバ）には高品質のものが多く，銘木市など

でたびたび受賞しています。このため，ウダイカ

ンバが優占する再生林分では，将来に向けて大径

木の育成を視野に入れ,択伐率を最大25％と高く

し回帰年を7年と短く設定しています。また，ウ

ダイカンバ蒋生林における最終的な立木密度を

29*/haとしています。一方，択伐を繰り返し行
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うことでクマイザサを主とする~ド層植生が繁茂し，

l､ドマツなどの前生稚樹が非常に少ない林分が数

多く見られます。これらの再生林をいかにして針

広混交林に導くかが課題とされます。しかし，北

演から産出される銘木クラスのウダイカンバの樹

齢は150年から300年のものがほとんどで寿命が

長く,林齢90年足らずの現時点では針葉樹の植栽

が有効であるとはいえません。現在の施業計画を

持続し，ウダイカンバ大径木の立木密度が29本／

haに達した時点から,徐々に地はぎを行うことで

ウダイカンバなどの天然下種更新を期待するのが

よいのではないかと思われます。

(4)台風被害地における地はぎ後の更新

林分施業法が実施され軌道に乗ったところで，

1981年甚大な台風被害が北演を襲いました。それ

は，被害蓄祇81万㎡（総蓄積の約18％)，被害

面隙8,735ha(,総面積の約40%)という大規模な

ものでした。そのうち皆伐状に樹木が倒れた林地

が3,000ha以上生じました｡その大部分は漉いサ

サに桜われているため，放置したらいつ森林が再

生するかわかりません。前生稚樹が少ない林地で

は，ササの地はぎ後にトドマツ，アカエゾマツ，

エゾマツを中心とする造林が行われ，造林面積は

q写真⑬ 山火事後に植栽されたヨーロッパトウヒ林
(1999年7月）

現在1,000ha余に達しています。その他,天然下

種更新を期待したササの地はぎ地が約1,000ha

あります。地はぎは事業規模で行われ，周辺の樹

木の豊作年に合わせて実行されるとは限らず，天

然下種更新は必ずしも芳しくありません。標高

700mを超える地はぎ地では，ダケカンバが優占

する更新地が広く認められます｡このダケカンバ

林をいかにして多様な森林に導くかを早期に検討

する必要がありそうです。

●おわりに

北演での天然林施業を見ると，ようやく100年

を迎えた感がします。それは，天然林で伐採対象

とされる樹木の樹齢のほうがまだまだ高齢だから

でしょう。一方，人工林は主伐期を設けず，針広

混交林に導くようにしています｡1911年の山火事

後に植栽されたヨーロッパトウヒ林では，択伐率

25％の伐採が行われ,現在では天然林と見違える

ような森になりました(写真③)。今後，間伐など

の手入れは，北演の施業方針に欠かせません。

約90年前の山火事跡地は優良木生産林や針広

混交林へと姿を変えつつあります。一方，1981年
つめあと

15号台風の爪痕はまだまだ根深いものがありま

すが，森林再生に向けての手立ては徐々に進んで

います｡多様性が高い針広混交林への誘導が21世

紀半ばには行われているかもしれません。

末筆ながら，本文にご助言くださった東京大学

北海道演習林林長・梶幹男教授に感謝いたしま

す。

●特集●生物多様性の保全と森林の取り扱いⅢ 1

天然更新における多様性の維持
一伐採前掻き起こし－

さとうはじめ

北海道立林業試験場防災林科長佐藤創

●はじめに

北海道の多雪地では，天然林で伐採を行っても，

⑩一林業技術No.6901999.9

その後の天然更新が林床に繁茂するササに阻まれ

て失敗することが多かった。そこで,1960年代後

－



伐採 掻き起こし カンパ類の更新

従来の方法 跣……鰯~趾"臘鯉~馳露""土星

樹冠下掻き起こし 多様な樹種の更新 伐採

伐採前震慧起二L蹴王蹴蹴一蹴鯆鯉一跳職"‘盤
▲図①伐採前掻き起こし法と従来の掻き起こし法の作業工程の比較

半から伐採後のササ地に対して，ブルドーザや（
腿

ツクホウでササを剥ぎ取り，樹木の発芽定着に都
か

合のよい鉱物土壌を裸出させる"掻き起こし”（地

掻き）作業が国有林や道有林を中心として行われ

るようになってきた。掻き起こし後の更新成績は

概して良く，樹木が定着し，成林する確率は非常

に高かった。樹種椛成さえ問わなければ，森林を

低コストで造成するという面で，掻き起こしはほ

ぼ確立された技術だと見ることができる。

問題は樹種構成である。というのは更新樹種の

ほとんどがダケカンバを主とするカンパ類だから

である。これは，掻き起こしがカンパ類が持つ種

子の飛散距離の長さや種子生産堂の多さ，開放下
おうせ8，

での旺盛な成長蛍などの樹種特性を利用したもの

であるため，当然の帰結といえるかもしれない。

北海道には本来ミズナラ，シナノキ，イタヤカ

エデ，トドマツなどから成る優占極のあまりはっ

きりしない多様性の高い林があった。これらの構

成樹種は，もちろん種多様性を高める重要な構成

要素であるが，それだけでなく，木材としての価

値も高いものである。そうであれば，これら樹種

構成をあまり変えない形で伐採と更新を行ってい

くことが，種多様性の維持と木材生産の持続の両

面から望ましいことだと考える。

これらの天然林描成樹種はカンパ類と比較した

場合，種子の飛散距離が短いか，鳥によって樹冠

下に落とされるなどの種子散布特性を持ち，また，

林内でも定着が可能であるという生育特性を持つ。

したがって，伐採前に，母樹が付近にあり，照度

が低いという環境下で掻き起こしを行えば，それ

らの母樹の稚樹が更新してくることが予想される

(図①)。|則時にカンパ獺は更新が|氷|雛であること

も予想される。その後，椛樹の定潜が完了した時

点で母樹を収稚し，更新稚樹が成林に向かって成

長すれば，その場所の母樹の樹種職成に類似した

林の更新が成功することになる。

本研究では上のシナリオが成り立つのかどうか，

また成り立つためにはどのような条件が必要かに

ついて調べるために，伐採前の樹冠下で掻き起こ

しを行い，その後の更新状況を調査した。

③伐採前掻き起こし試験地の設定
おといねっぷ

試験地は北海道北部の音威子府村にある，北海

道大学中川地方演習林229林班標高240mの尾

根上の平坦地に設けた｡林分は1988年に択伐が行

われたために，いろいろなサイズのギャップ（孔

状地）が散在する針広混交林で,ll何高断面積合計

の大きい順に，ミズナラ，｜、ドマツ，ダケカンバ，

イタヤカエデ，シナノキなどから成っていた。胸

高i自:径6cm以上の立木の紳数305本'/ha,幹材積

241m3/haであった。林床にはクマイザサが優占

していた。

1993年に6月と9月に分けて100m×100m

の区画内と，そこから約70m離れた長径35mx

短径20mのギャップ内で，バックホウ（日立

EX120)を用いて掻き起こしを行った（写真

①)。アタッチメントには法而用バケットに長さ

38cmの爪を5本取り付けてレーキ仕様にしたも

のを用いた(夏目ほか，1991)。掻き起こしはササ

の根を除去しつつも表土をなるべく残すように行

った。立木がある際には，なるべく幹の近くまで

林業技術No.6901999.9-⑪
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林冠開放度（％）

林冠開放度(相対的な光の強さ）と落下種子数の関係

掻き起こしを行った。付近の林冠の開放度が異な

るさまざまな場所に調査区を設けて，掻き起こし

直後から1996年9月までの4生育期間,タネの落

下，実生の発生や消長などに関する調査を行った。

⑬林冠開放度と種子の落下の関係

各調査区付近の林冠の開放度は，樹冠下である

か，ギャップ内であるかや，林冠木の密度により

大きなバラツキがあった。ここでは各調査区の高

さ2mでの相対的な光の強さ（裸地に対する相対

的な光の強さ）を林冠開放度の指標として用いる

ことにする。測定では樹冠下の光強度は60％以

下，ギャップ内の光強度は60％以上となった。図

②に林冠開放度と1nf当たりの落下種子数の関係

を示した。落下種子数は4生育期の合計である。

ミズナラ，ハリギリ，ミズキでは林冠開放度が高

くなるにつれて落下種子数は減少した。ナナカマ

ドでは60％までは林冠開放度が高くなるにつれ

て落下種子数は増加したが，60％以上，すなわち

ギャップ内では落下種子数は少なかった。それに

対して，ダケカンバ，トドマツでは林冠開放度に

かかわりなく種子が落下した。

以上のことから樹冠下では，ミズナラのような

重力散布種子，ハリギリ，ミズキ，ナナカマドな

どの烏散布種子，ダケカンバ,I、ドマツなどの風

散布種子など，多様な樹種の種子が落~ドするとい

える。ミズナラは落下後にネズミ類によってさら

に散布されることがあるが，掻き起こしによって

地面がむき出しになった場所ではネズミ類の活動

▲図②

はあまり多くないと予想されるので，ほぼ重力散

布と考えてよいだろう。一方，ギャップ内や林冠

開放度の高い樹冠下では，ダケカンバ，トドマツ

などの風散布種子を中心とした少数の種しか落~F

しないと結論づけられる。

●林冠開放度と実生の定着，成長の関係

落下種子に対する発生してきた実生の割合は，

林冠開放度とは無関係であった。

次に，発生してきた実生が生き残る割合（生残

率）が林冠開放度とどのような関係があるかを図

③下段に示した。種子の豊凶を反映して，年によ

り発生樹種が異なるので，図の左から，掻き起こ

し当年に発生した実生の4年間の生残率，掻き起

こし翌年に発生した実生の3年間の結果，掻き起

こし2年後に発生した実生の2年間の結果の順に

配列している。当年に発生したダケカンバとキハ

ダを比較すると,林冠開放度40％以下ではダケカ

ンバの生残率がキハダのそれに劣っていた。2年

後に発生したダケカンバとミズナラの間では林冠

開放度20%以下で,ダケカンバの生残率がミズナ

ラに劣っていた。

生き残った実生の平均材積（根元直径の2乗×

高さ）を図③上段に示した。当年に発生したダケ

カンバとキハダを比較すると,林冠開放度20%以
まさ

上ではダケカンバの材積成長がキハダのそれに優

⑫一林業技術No.6901999.9
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当年発生4年間
■ダクカンバ

翌年発生3年間
■夕Zフカンハ
ロト侭マツ

2年後発生2年間
■ダクカンバ
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林冠開放度（％）

10

］
''1

▲図④林冠開放度(相対的な光の強さ）と上位木のダケカI’丁一’1I 011
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林冠開放度（％）

林冠開放度(相対的な光の強さ)と発生年別の実生の材積(根
元直径の2乗×高さ)成長，生残率の関係

以下の印は2種間に有意差があることを示す。＊傘,P＜u01i

ンバ以外の材積割合との関係

図③に示した1996年9月時点で生存して

いる稚樹のうち，今後も生存し続け，成熟木

まで達する個体はごく一部である。ここでは，

2m2の方形区内で，材積で上位6個体が将来

の林を構成する可能性が比較的高い，と仮定して

6個体の合計材積に占めるダケカンバ以外の材積

割合と林冠開放度との関係を調べた(図④)。ダケ

カンバ以外の材積割合は，ギャップのような林冠

開放度が高い(60％以上)地点では，鎧大でも0．5

程度であったが，林冠開放度が30％以下になる

と，最大0．9程度に達した。全体としては林冠開

放度とダケカンバ以外の材積割合には有意な負の

相関があったが，同じ林冠開放度でもダケカンバ

以外の材積割合には大きなバラツキがあった。し

かもダケカンバ以外の材積割合が0．5を超えた方

形区は少なかった。これは，次に述べるダケカン

バの落下種子数の多さとも関係している。

鐙ダケカンバの落下種子数と

更新稚樹の多様性

当試験地では,胸高直径20cm以上のダケカン

バの母樹密度が,ha当たり25本であったため,掻

き起こし当年の平均落下種子数は16661m/nfと多

かった｡そのため掻き起こし3年後の1996年9月

のダケカンバ稚樹の本数は99本/nfで，主要8樹

種に対するダケカンバの割合は87％であった｡同

じくダケカンバ稚樹のm#当たりの合計材積（根元

直径の2乗×高さ)は99c『で，主要8樹種に対す

るダケカンバの割合は89％であった。すなわち，

▲図③

.,P<0.05i5,0.05<P<u1(U検定,上段;G検定,下段）

っていた。翌年に発生したダケカンバとトドマツ

を比較すると，林冠開放度20％以上では，ダケカ

ンバの材積成長がI､ドマツに催っていた。2年後

に発生したダケカンバとミズナラの比較では林冠

開放度0～40％で，ミズナラの材職成長がダケカ

ンバのそれに優っていた。それ以上の林冠開放度

ではミズナラの生育が見られなかったので，比較

ができなかった。

以上をまとめると，林冠開放度が低いと，ダケ

カンバの生残率は他の種に比べて低いが，林冠開

放度が高くなるにつれて，生残率は両者の間の差

がなくなってくる。また，林冠開放度が低いとダ

ケカンバとその他の種の材積成長には差がないが，

林冠開放度が高くなるにつれて，ダケカンバの成

長が他の種より大きくなってくる。したがって，

林冠開放度が小さくなるほどダケカンバは更新し

づらくなり，その他の多様な樹種が更新するよう

になるといえる。どの程度の林冠開放度がその目

安になるかであるが,少なくとも20%以|くでなけ

ればならないことが図③より読み取れる。カンパ

類は相対照度が10％以下になると生育できない

といわれていることから(小池1988)，多様な樹種

が更新するための林冠|刑放度は10～20％以下で

あると考えられる。
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▼表(1)ダケカンバ落下種子が

100個/mgになるときの母
樹密度

伐期間近の伐採予定木を
決める

後継樹を傷めないように
伐採を行う

更新目的樹種の種子の豊作
年に合わせて樹冠下で掻き
起こしを行う

当試験地はダケカンバの母樹が多

すぎるため多様な樹種の更新は多

くの場所では困難であることがわ

かった。別に設定した同演習林内

の約15km西方の掻き起こし地

では，ダケカンバ母樹の密度は不

明であるが，落下種子数が25個／

㎡と少なかったため，3年後のダ

ケカンバ稚樹密度は1．5本，ダケ

カンバ椛樹材積が23cnfで,主要樹

腫に占めるダケカンバの材積割合

は14％と少なかった。以上のことから、

0N

V

目的樹種を主体に多様な樹
種が更新

ダケカンバを主体に多様な樹
種が更新

１
１
Ｖ ▼

l
l

l

重新完了時に予定木の伐採

▲図⑤伐採前掻き起こしによる更新フローチャート

き起こしを行い，多様な樹種を更新させるには，

実際どのような手順で作業を行ったらよいかにつ

いての試案を図⑤に示した。

まずは伐採予定木を決定する。この木は伐期間

近である必要がある。伐採予定木が大面積にまと

まってあれば，前更皆伐天然下種更新をねらうこ

とになり，樹群単位であれば，前更択伐天然下種

更新をねらうことになる。

次に，その伐採予定木の樹冠下に後継樹となり

得る木があるかどうかを判断する。あれば掻き起

こしは必要なく，後継樹を傷めないように伐採を

行えばよい。その後は後継樹がギャップを埋める

と期待される。後継樹がない場合は目的樹種の種

子の豊作年に合わせて樹冠下で掻き起こしを行う。

樹冠下での掻き起こしには細かい作業に適したバ

ックホウがブルドーザよりも適している。樹冠下

は伐採予定木の根が張っていて，掻き起こしは多

少とも伐採木の樹勢を衰えさせるように思う。そ

のためにも伐期間近の木を選ぶ必要がある。

掻き起こし地周囲のダケカンバ母樹の密度が3

～5本/haより少ない場合には，目的樹種を主体

は14％と少なかった。以上のことから，ダケカン

バの種子の落下が少ない場所では多様な樹種の更

新が成功することがわかる。では，多様な樹種の

更新が成功するダケカンバ母樹密度はどれくらい

だと試算できるだろうか？

ダケカンバの更新に必要な実生本数をlnf当た

り6本と仮定する(村井1970)。落下種子数に対す

る発生実生数の割合を本試験地での結果である6

％（佐藤1998）と仮定すると，ダケカンバの更新

に必要な落.下'随子数は1nf当たり100個というこ

とになる。別に求めた落下種子曲線の式とシミュ

レーションを用いて,落下種子数が100個/㎡にな

るときの母樹の密度を求めた(佐藤1999)。その結

果が母樹の胸高直径別に表①に示してある。ダケ

カンバの更新が失敗する母樹密度の目安は，胸高

直径20cmの母樹の場合,1ha当たり8.7本以

下,胸高直径60cmの母樹の場合2.5本以下であ

ると試算できた。

●伐採前掻き起こしによる

多様な樹種の更新方法

これまで述べてきたことをまとめ，伐採前に職
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とした多様な樹種が更新する。それより多い場合

には,相対的な光の強さが10～20%以下であるか

どうかを判断する。イエスの場合には，前述のよ

うに目的樹種を主体とした多様な樹種が更新する。

ノーの場合には，ダケカンバを主体に多様な樹種

が更新するが，成林はダケカンバが主体になる可

能性が高い。ノーの場合でも目的樹種を更新させ

たい場合には，ダケカンバ母樹が3～5本/ha以

下になるように，初めに伐採してしまったり，ダ

ケカンバの更新稚樹を除伐するという方法も考え

られる。最後に更新完了時に上木を伐採するわけ

であるが，その時期については今後の課題である。

織前更作業のすすめ

従来のように伐採後にいったんギャップが形成

されてしまうと，多雪地ではササ地化してしまい，

その解消のために掻き起こしを行ってもカンパ類

以外は更新しにくかった。北海道本来の多様な樹

種構成の林を利用しつつも持続的に維持していく

ためには，母樹が存在する間に後継樹を確保し，

その後に伐採を行う，という前更作業が非常に重

要であると考える。後継樹の確保の’つの手段と

して掻き起こしがあることは本論で述べたが，そ

れ以外にもすでに後継樹がある場合にはそれを最

大限に生かしたり，ササ等林床植生の刈り取り，

除草剤など場合に応じていろいろな手段がある。

また，天然力を活用して更新を図る場合には，

その源となる種子の豊作年が樹種によって大きく

異なるので(佐藤1998)，掻き起こし年の選択はそ

の後の更新樹種を決定するうえで非常に重要であ

る。樹木の開花結実調査をもとにしたフレキシブ

ルな掻き起こし年の選択が可能になるような体制

の整備を望みたい。
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●特集●生物多様性の保全と森林の取り扱いIⅡ

生物多様性の保全を目指した
森林管理に関する研究動向
一これまでとこれから一

ながいけたくお

山梨県森林総合研究所研究員長池卓男

生物多様性は，いちばんわかりやすく，しかも

研究の進んでいる「種」の多様性のみならず，遺

伝子，種，生態系の各レベルの多様性を指すこと，

そしてそれぞれのレベル間の関係をも包含する概

念であるということ(例えば，藤森，1997)，とい

う認識は高まってきているものと思います。した

がって，生物多様性の保全といった場合，それだ

けにカバーする範囲も広く，複雑です。

森林における生物多様性保全に関して現在まで

取られてきた方策は，林分単位で保護林等を設定

することにより施業種や各種開発行為を限定する

という，土地利用の制限（ゾーニング）が主に行

われてきました。しかしながら，生物多様性の保

全は林分単位での土地利用の制限のみでは困難で

あることがしだいに明らかにされてきており，そ

れに加えて，保護林のみならず施業林も含めてそ

の保全を求めることが世界の潮流となってきてい

ます（例えば5Huntel-J1･.,1999)。また，わが国

林業技術No.6901999.9-⑮



も取り組んでいる「モン|､リオール･プロセス（温

帯林等の保全と持続可能な管理の基準･指標)」に

よる「持続可能な森林管理」という概念は，収穫

の持続性のみならず，生物多様性の保全も考慮し

た森林管理を求めています。

森林管理が生物多様性の各レベル，およびレベ

ル間に及ぼす影響に関する研究について，諸外国

では1990年代に入って爆発的な数の論文が発表

されています。しかしながら，わが国での森林管

理と生物多様性についての研究は，近年の林学会

大会等での発表も増えてきていますが，論文とし

てまとめられた例は残念ながらさほど多くはあり

ません。

本稿では，森林管理が生物多様性（ここでは，

私が専門とする植物種多様性に限定）に及ぼす影

響に関するわが国における研究のいくつかについ

て概観します。そして，現在山梨県が取り組んで

いる，モントリオール・プロセスに対応した「森

林生態系モニタリング事業」について解説し，最

後に今後の森林管理への展開について触れてみた

いと思います。

●わが国の研究動向

生物多様性という概念は，対象とする空間スケ

ールの幅が広いことも特徴です。ここでは森林管

理が植物種多様性に及ぼす影響に関する研究につ

いて，空間スケールを林分レベルと，より広いラ

ンドスケープ(landscape)レベルに分けて概観し

ます。

(1)林分レベル

わが国の現在の森林椛成を見ると，原生林は非

常に限られた面積となり，何らかの人為が加わっ

た森林が非常に大きな面積を占めています。薪炭

林として利用・維持されてきた森林は，燃料革命

によりその使命を終えた後，管理が放棄されてい

る林分がその多くを占めています。一般に落葉広

葉樹の原生林においては，その複雑な林冠構造や
かく

地表の撹乱が種多様性の維持に大きな貢献を果た

していることが指摘されてきており，これらは種

多様性を考えるうえでのカギともいえます。管理

が放棄された二次林においては地表が撹乱される
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こともなく，また，鹸後の伐採からの再生期間が

まだ短いことから，原生林が持つ複雑な林冠構造

を持たない単純な構造となっています。そこで紙

谷（1999）は，単純な林冠構造を持つブナ・ミズ

ナラニ次林に，複雑な林冠描造を早期に誘導する

ための実験的な施業を行い，そのことが種多様性

に及ぼす影響について調査を行っています。そこ

では，林冠構造に複雑さを創出し，それによる林

床の光環境を改善するために，1から数本の林冠

木の伐採によって林冠に大きさが異なるような疎

開部を設けています。そして，土壌を撹乱した場

所を設けることによって，光環境の強弱と土壌撹

乱の有無という傾度を林内に創出し，発生してく

る植物種を調査しています。その結果，光喋境が

好適で土壌撹乱が生じた場所では，発生した極数

が有意に多かったことを示しています。そして，

小種子を産する種は落葉層が厚い場所では定着す

ることが一般的に困難であるとされていますが，

その出現は顕著に多かったことを明らかにしてい

ます。

同じ調査地で,YoshidaandKamitani

(1998,1999）は，二次林が再生していく過程で，

構成種の持つ耐陰性の違いが樹種組成に及ぼす影

響に着目して解析を行っています。キハダは耐陰

性が弱いものの初期成長が早いことから，二次林

の再生初期過程での他種との競争に耐えていくこ

とができます。しかしながら，発達した二次林に

おいては，キハダよりも耐陰性が強く厚い樹冠を

持つブナやミズナラが優占し，隣接することによ

ってキハダの成長難は低下し衰退していくことを

示しています。また，上述のような林冠疎開が周

辺木の肥大成長に及ぼす影響については，ブナや

イタヤカエデと比較して耐陰性の弱いミズナラや

ホオノキは，林冠疎開の強度が強いほど肥大成長

量が大きいことを明らかにしています。これは，

今後二次林が発達していく中で，林冠疎開するこ

とによって耐陰性の異なる樹種の共存を促す可能

性があることを示唆しています。今後の二次林を

どのように管理していくかを考えるうえで，以上

のような森林管理と構成種の反応を明らかにする



研究は，今後ますます重要になると思われます。

また,IidaandNakashizuka(1995)は，関東

地方の二次林において，薪炭林施業が植物種多様

性に及ぼす影響について明らかにしています。施

業が放棄されアズマネザサが繁茂している林分ほ

ど林床植物の多様性は低く，施業が放棄され林分

構造が発達している林分ほど木本層の多様性は高

いことが示されています。

わが国の冷温帯を代表する森林であるブナ林に

おいては,1960年代以降，皆伐母樹保残方式によ

って，原生林が伐採されてきました。この施薬法

によるブナの更新については報告があるものの，

植物種多様性に及ぼす影響については明らかにさ

れてきませんでした。Nagaikeetal.(1999)は，

施業後10年が経過した林分と原生林で群集の種

多様度を比較したところ，有意な違いは見られま

せんでした。しかしながら，施業林では原生林と

比較してササ（チシマザサ，クマイザサ）の||;|現

頻度が有意に高いこと，そしてササの出現頻度が

高い林分ほど，原生林に有意に偏って出現する極

は少ないことが示されました。植物櫛多様性を健

全な形で保全しながら，目的とする樹極の更新を

図るという施業法の確立が今後求められます。

(2)ランドスケープレベル

ある地域の森林が伐採や各種開発行為によって，

大面積の林分から小面積の林分へ分断され，林分

間の距離が離れて孤立した場合，その地域の生物

相は大きな影響を受けることが今までさまざまな

生物相において指摘されてきました。わが国では，

特に都市近郊においてその傾向が顕著であるにも

かかわらず，これに関する研究はさほど進んでい

ないのが現状です。

石田ほか（1998）は，兵庫県の残存した照葉樹

林において，樹林面積の大きい林分ほど照葉樹林

要素の出現種数が多いことを示しています。そし

て，樹林面積の小さい林分ほど適湿の立地が著し

く欠落し，その結果として適湿地に好んで生育す

る種が欠落することを示唆しています。Fukama-

chietal.(1996)は，関東地方の孤立した森林保

護区における植物種多様性を調べています。分

断・孤立化の影響は，種多様度に大きな影響を与

えてはいないものの，出現頻度の低い希少種は，

面積の大きい林分に出現する傾向があることを明

らかにしています。また,上述のIidaandNaka-

shizuka(1995)は，林分面積が大きいほど種多様

度は高く，森林内部種と希少種の出現頻度は面積

とともに増加したことを示しています。

以上のような比較的広い空間スケールを対象に

した森林管理が植物種多様性に及ぼす研究につい

ては，林分を単位とした管理のみならず，今後の

ランドスケープレベルでの森林管理を考えるうえ

で，非常に重要な示唆を与えます。

露山梨県における森林生態系

モニタリング事業

山梨県は,森林面積が県面積の78％を占め，さ

らに県有林面積は県森林面積の44％を占めてい

ます。今後の持続可能な県有林管理を目指すため

に，温帯諸国の国際的な取り決めであるモントリ

オール・プロセスにのっとった，森林生態系モニ

タリング事業を1997年度から10年計画で開始し

ました。これは県北部の北巨摩郡須玉町内の県有

林を中心とした約8,000haを対象に,モントリオ

ール・プロセスの基準・指標について明らかにし，

継続的にモニターしていくことから，今後の県有

林管理への指針を導き出そうという趣旨です。

調査・解析は，学識経験者を中心とする検討協

議会，そして県森林総合研究所，県環境科学研究

所，県有林課，韮崎林務事務所によって進められ

ています。モントリオール・プロセスでは7基準

67指標が定められていますが,本事業の調査内容

は，そのうち｢生物多様性の保全」「森林生態系の

生産力の維持」「森林生態系の健全性と活力の維

持」「土壌及び水資源の保全と維持」「地球的炭素

循環への森林の寄与の維持｣｢社会の要望を満たす

長期的・多面的な社会・経済的便益の維持及び増

進」の6基準29指標を対象にしています。

私が担当している「種の多様性」という指標に

i典Iしては，対象地域の主要な森林タイプであるカ

ラマツ人工林およびミズナラニ次林に多数の調査

地を設け，森林管理と植物種多様性の関係を明ら
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かにしていくことにしています。

●今後の展開

上述のように，この分野の研究成果は多数発表

されるようになってきましたが，その多くを占め

ているのは，特定の生物相にターゲットを絞った

研究です｡生物界は，さまざまな生物の利用する・

される関係によって維持されていることから，そ

のような関係（生物間相互作用）に森林管理がど

のような影糾を及ぼしているかを明らかにするこ

とは，今後の森林管理を考えるうえで重要な意味

があります。それは，種のレベルのみならず他の

レベルにも言及することができるからです。しか

しながら，そこまでを明らかにした研究はわずか

であり，今後早急な取り組みが必要です。

近年の林学会大会でのテーマ別セッション「生

物相の保全と森林の生態的管理」等を通じて、生

物多様性保全をも念頭に置いた森林管理を目指す

という認識は，研究者層においては深まりつつあ

るものと思われます。しかしながら，研究者層の
いま

中でも未だコンセンサスが得られていない節もあ

ります。研究は研究であって，それを行政に生か

すことは幽難であると。一方で，大住（1997）が

指燗しているように，研究者の言う技術というも

のは，およそ林業の現場の実情に合わない，とい

う意見もあります。

なぜ生物多様性の保全を考慮した森林管理が現

在目指されているのかといえば，少なくとも，今

まで行われてきた森林管理に対する反省があり，

新たな森林管理への変革の必要性に迫られている

からです。確かに，生物多様性という概念自体が

持つ複雑性，広い空間スケールを対象とすればす

るほど生じるさまざまな問題（例：土地河南の問

題など）など，困難な面は多々あることでしょう。

しかしながら，現状の変革が迫られている以上，

困難を克服していく必要があると思います。

そのためには，データの充実といった研究面の

推進と|『1時に，研究成果を今後の森林管理にどの

ように生かしていくのか，そのために成果をどの

ように伝えていくのかが，重要な課題となるでし

ょう。例えば，紙谷らの調査は，今後の森林管理
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について関心が高い自治体（新潟県東蒲原郡上川

付）の協力により，実験的な施業が行われました。

そして，そこでの研究成果は学術論文のみならず

自然観察会等を通じて伝えられています（写真

①)。今後，モントリオール･プロセスにうたわれ

ている精神をどのように実際の森林管理に生かし

ていくのか，森林管理者，行政機関や研究者を含

めての議論が必要になると思われます。生物多様

性保全を目指した森林管理は，「研究」と「現場」

とを再び結び付ける接着剤となるかもしれません。
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●特集●生物多様性の保全と森林の取り扱いⅡI

自然に近い山づくり
－私の「生物多様性」への思いと実践一

はしもとみつ

林業家(徳島県那賀郡上那賀町在住）橋本光
じ
轌
恒

評

樹・広葉樹が適度に交じり，春には桜，秋には紅

葉と，四季折々の美しさを楽しめたものである。
あ畑

山がそうであれば，川でも鮎・ウナギ・カニなど

の川魚が，今では想像もつかぬくらい大量に生息

していた。渡り鳥もたくさん飛来していた。今で

は渡ってくるツバメも少なくなり，秋，満月にI尚j
かり

かいV字型になって飛んで行く雁の姿も長いこ

と見ていないし，今後この地方で目にすることは

残念ながらないであろう。何ゆえ生物の多様性を

あらためて考えねばならなくなったのであろうか。

門然の破壊と言おうか，生物の多様性の低さが，

人の心にも影響していると思う。ときどき都会の

方が私の山にお見えになるが，林の中では，ほん

とうに和やかな，くつろいだ顔に皆さんなってい

る。やはり人間も，ほんとうの自然を求めている

のであろう。心の豊かさには，自然の豊かさが必

要なのかもしれない。

人口の急増と，経済至上主義などにより，現実

には自然が少なくなった。なってしまったものを
く＄ち

愚痴ってもしかたがないが，他の生物や，次の世

代の子供たちのためにも，二度と同じ過ちを犯さ

ないために猛省しなければならない。取り返しの

きく失敗と，二度と取り返しのきかない失敗，取

り返すのに長い年月を必要とする失敗がある。人

間.偉そうなことを言っていても読謹生き物,自
然がなくなれば生きてはいかれないのであるから，

大切にする心を持たなくては。

霧はじめに

生物の多様性について，林業家である私がいち

ばんに頭に浮かんだことは，多様性の高い林ほど

自然に近いのではなかろうかということである。

自然に近い林には,植物はもちろんのこと,地上・

地中にも動物が豊富ということになるであろう。

幸いなことに，私の山は，養祖父の代に自然に近

い'1.|づくりを心がけてくれていたおかげで，ス

ギ・ヒノキ・マツ・モミを主とした針葉樹と，シ

イ・カシ・ケヤキ等の広葉樹による混交林が多い。

多様性の商い林には，烏のさえずりを多く耳にす

ることができるし，チョウ・リス・ムササビなど

の動物も多く，たぶん地中にもミミズや多くの微

生物がいることであろう。また、そのような林は，

見た日にも美しく，心の和むものである。人間と

してこの上ない幸福を感じる。

一方，林業家にとって大切な持続可能な経営を

するためには，（当地では，スギ･ヒノキを主とし

た）経済|1k,効率性のみを追求してはいけないの

ではなかろうか。場所によっては広葉樹を残すこ

とが，焚い日で見れば，いろんな面でプラスにな

ることがあるように思う。それらのことを，一林

業家として思いつくままに述べさせていただく。

●40年前の自然

私が子供のころの40年前であれば,生物の多様

性という言葉を耳にしたことはなかったし，その

ような言葉を必要としなかったであろう。針葉

林業技術No.6901999.9-⑲
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鐘林業の現状

今，林業は（林業のみならず全般にそうだが）

非常に厳しいときを迎えている。関係している者

でないとわからないだろうが，ほんとうに苦しい

のである。このようなときに，生物の多様性など

考えていられるかというのが，林業家の大方の本

音であろう。長年の木材価格の低迷のうえに，追

い討ちをかけるようにウサギ・シカ・カモシカに

よる食害が加わり，再造林しなくなった林業家も

ある。ある林業家は，「木を売ってフトコロに残っ

た金より，ウサギ・シカのエサ代（食害）が高か

った」とボヤいていた。一例を挙げても，このよ

うな現状なので，このままでは植林もしない，手

入れもしない放置林（しないのでなく，したくて

も植林や手入れのための投資をしていると，持ち

出しになり生活できない）は，確実に多くなって

くることであろう。林業家もいけないこととは知

りつつ，背に腹は代えられないのである。林業事

情がよくなれば，とやかく言わなくても，林業家

がll1に力を入れるのは目に見えているが。

人によっては，昔の自然林に戻せばよいではな

いかと言われるが，山村で'1｣を守りながら生きて

いる人々がいることを忘れないでほしい。林業家

が,lllを見捨てたときの恐ろしさを多くの方々に

知っていただきたいのである。木は木材としての

み役立つのでなく，他の動物,川下(都市)，農業・

漁業を営む人々のため，ひいては地球環境にまで

影響するのである。

このような不況のときなればこそ，すべての

方々が脚然を見直すよい機会と思う。山の荒廃は

他人ごとではないのである。lmlり回って必ずわが

身の上に降りかかるのである。そのような大切さ

を知って，苦しいながらも我を通さず，努力され

ている林業家も世の中には大勢いることを知って

もらいたい。

拶養祖父の山づくり

林業とは，植林してから収稚まで，非常に息の

長い業である。一度失敗すると，幾業であればま

た来年となるが,林業では取り返すのに最低50年

はかかるように思う。私のような経営規模(約70

ha)では，一度の失敗が命取りになりかねないの

で，おのずと真剣にならざるをえない。ありがた

いことに，私の家では養祖父の代に，尾根筋やせ

き悪地には，マツを主林木とし，その間に天然の

モミや広葉樹を生育させ(写真①)，一方，地位の

よい所へはスギを主林木に，その林間にケヤキな

どを育て，場所によっては，カヤ･サクラ・カシ・

シイなどの混交林になっている(写真②)。他の林

業家の山に比べると，私の山は変化に富んでいる

ので，毎日入山していても飽きない。一度ある人

に，「マツや広葉樹をすべて伐って，スギ･ヒノキ

を植えてはどうかな」と言われたことがあるが，

自然のことをよく研究していた養祖父のつくった

林なので，何かがあるのではと，伐る一歩手前ま

でいっていたが中止した。今ではやめていたこと

が正しかったと確信している。

わが町,徳島県上那賀III].の人工林率は約90%で

あり，広葉樹林を探すのにひと苦労する。その中

で，生物の多様性に富んだ，自然に近い山づくり

(長伐期をも含む)をしてくれたおかげで，私のよ
しろう.と

うなズブの素人でも何とか林業経営ができたよう

に思う。
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●私の林業経営

養祖父の代は間伐・択伐施業を，養父の代は皆

伐施業を行っていた。しかし私のような経営規模

では，皆伐をしているとそのうちに経営が行き詰

まってしまうということがわかったので，また元

の間伐・択伐施業に戻そうと思った。さて，その

施業を行うには，養祖父の代とは違って今の諸事

情を考え，どうしても高密の作業道が必要であり，

大阪府の指導林家・大橋慶三郎氏にご指導をいた

だき，15年間に約17kmを開設した。しかし，い

くら道が必要といっても，自然を破壊するような

道づくりはいけない。いったん破壊してしまうと，

元に戻すのに多くのエネルギーと年月がかかるの

である。戻ればよいが戻らない場合もある。自然

(山)にマッチし，バランスの取れた道づくりこそ

大切である。自然を破壊しない努力こそ，生物の

多様性を守るだけでなく，森林経営の最善策であ

る。

間伐・択伐施業は，林内環境を守り，長伐期施

業を行うための唯一の施業であると思っている。

持続可能な経営と言ったらいいのかもしれない。

皆伐は大きな自然破壊であり，今FIの情勢およ

び将来を推察すると，森林の造成→破壊→造成の

繰り返しをするだけであり，林業家としては．特

殊な例を除いて，行うことはできない。公共性と

経済性とが一致するやり方，これがいちばんと心

がけている。

●調和の取れた道

生物の多様性を高めることと対を成す持続可能

な経営ということで，皆伐をやめ，間伐・択伐施

業を可能にするため作業道を開設した。それも林

▲写真④手入れが行き届くと．.
q写真③私の作業道

道のような行政の高規格の道とは，路線計画やつ
のりめん

くり方を別にしている。法面の高さは原則として

1.4m以下に抑え,有効幅員は2m程度にしてい

る(写真③)。このような作業道であれば，山を荒

らすことは皆無と言っていいだろう。高密路網と

その道に合った機械類により，自家労力で間伐・

択伐を行い，中間収入を得ながら，長伐期施業が

できるようになった。

手入れのよくできている大径木の林は，林床植

物や，林内および林床に生息しているいろいろな

生物も多く，自然林に近い林となる。調和の取れ

た作業道をつくるのは，樹木の生育喋境を変える

ことと，自然環境を守るためでもある。ここでも

経済性と公共性（環境性）との一致が求められる

と思っている。

ただ問題なのは，今の林業事情で，林業家が大

径木の林をどれだけ残せるかということと，都会

の方々を含め林業家以外の方に，森林の大切さと，

林業家の努力をどれだけ理解していただけるかで

ある。

鯵一斉単純林について

世間一般には，一斉単純林はよくないと考えら

れているが，一概にはそうも言えないと思う。一

斉単純林にして，手入れをしないで放置するから

いけないのである。手入れをしないと，光が入ら

ず，林床植物が繁茂せず，表土の流出を招くうえ

に，木材生産としての木も価格の低いものになる。

手入れのよくされている林は，林床にその林の樹

齢に合ったような草やかん木が生育している。一

斉単純林でも，手入れの行き届いた高樹齢林にな

ると，自然林（広葉樹林）に勝るとも劣らないよ
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うに思う(写真④)。むしろ勝っているのではない

かと思う林に出合うことがある。肝心なことは，

その森林の持つ，いろいろな条件によるのではな

いだろうか。

鋒複層林について

生物多様性の保全と，持続可能な経営の1つに

複屑林施業がある。私が林業に従事した当初は，

なんと素晴らしい施業ではなかろうかと思った。

取り組んでもう20年になるが，取り組んでみて，

これがまた非常に難しいことがわかった。机上の

経鱗方針としては理想的であるが，生活およびIII

林の維持管理ができる程度の経済性をも追求しな

くてはならない林業経営となると，キレイごとを

言ってはおれない。ほかにこの施業以外にないと

いうのであればいたし方ないが，生物の多様性を

も考慮に入れたよい方法が，ほかにあるように思
ずす.

う。私個人としてはあまり薦められない。難しい
が！#

からやり111斐があるという方は別だが，必要以上

のエネルギーを浪費しなくて済むことは，しない

ほうがよいと思う。

参おわりに

林業事情は非常に苦しいが，今後も私は，間伐・

択伐林業を続けようと思う。これが国土や生物を

守ることにもなるであろう。事情がどうであれ，

自分たちの時代がなんとかうまく過ごせたらいい

のではない。後世の人たちにも，すべての生物の

ためにも，思いどおりに支配することができる強

い立場の人間が，真剣に考えねばならない問題で

あり，責任である。さもないと自然の大きなしっ

ぺ返しがくるであろうし，もうすでに，いくらか

はきている。他人ごとではない。川上，川下を言

っているときではない。関係ないから無視をする

というわけにもいかなくなった。必ず何り回って，

自分の身の上に降りかかることを知るべきである。

これからの林業経営は，生物を含め自然環境を

考慮に入れた経営でないと，立ち行かなくなると

思う。経済性・効率性を重視した時代はすでに終

わり，これからは許されない時代になるだろう。

奥行きのある経営（施業）は，最後は自然のため

にも白分のためにもなり，これが正しいというこ

とになるであろう。

昔のように，生物の多様性を意識しなくてよい

世がもう一度くることを願うと同時に，意識する，

せずにかかわらず，遠大な考えで行っていれば，

すべての面にプラスになるだろう｡
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特集【生物多様性の保全と森林の取り扱い】は，今後も繰り返し扱っていこうと考えてい

ます。会員の皆様には，ご要望はもとより，テーマに関連したご意見･実践メモ･ご教示

などをぜひお寄せいただきたいと思います。［編集部］

●送り先：〒102-0085東京都千代田区六番町7（社)日本林業技術協会編集部

TELO3-3261-6968FAXO3-3265-6707E-mail=KYTO4442@nifty.ne.jp

お

一

㈱サポート（丑03-3278-5155）

建設省林野庁,日本木材学会など木材･住宅産業団体約30団体(予定）
平成11年10月12日（火）・13日（水）の2日間

開催時間：12日午前10時～午後6時半，13日午前10時～午後6時
東京国際フォーラム･Aギャラリー（東京都丸の内3丁目）
無料〃

木・森・木造住宅関連・世界の木180種の標本（解説書付き）など，
子供向けから工務店・設計事務所・住宅メーカー向けの専門書など

約1万冊を展示即売(－部)します。また，木の業界の各種団体など
も紹介。木に関する書籍の相談コーナーも設け，本探しのサポート
もいたします。

JR東京駅から西側南へ5分，有楽町駅から西側北へ1分。

＊主

*後援
＊期

催
賛
間
協●催

し
物
の
ご
案
内

第1回

木と森
住まいの

書籍

フェア

＊会

＊入場

＊内

●
●
吾

場
料
容

＊交通
１ I

②－林業技術No.6901999.9



第繍回

稼業緯艤羅謬崇罵罷
発表雲霞藤澱

本コンテストは，林業の第一線で実行
や指導に活躍されている技術者の皆様が，
それぞれの職域で業務推進のために努力

され，そこで得られた貴重な成果や体験
を発表していただく場であります。本会

では，これらの発表の成果が関係する多

くの方々の業務の中に反映されていくこ
とを願って毎年開催しています。

●第45回コンテストは本年5月25日，本会（東京）で開催され，18件の発表が行われました。

●先月号と本号とで，全発表の内容（要旨）をご紹介しています。

第45回|林業技術ｺﾝﾃｽﾄ林野庁長官豊1杯駈毫雲

モーターを利用した枝打ち機の

考案について＊九州森林管理局熊本南部森林管理箸＊＊（株）森和人吉支部

ひらかわかずとしいのうえしげのり

平川一利聯井上重徳憩聯

1．はじめに

森林・林業・林産業は，木材価格の長期低迷

に加え，林業従事者の減少・高齢化が進む等，

ますます厳しい状況になっている。このような

状況から，全国的に造林地の間伐や枝打ち等の

手入れ不足が発生し，本来森林の持つ多面的機

能が十分発揮できない状況にあると考えられる。

環境や国民の財産を守るためには，森林を健

全に育成する必要があり，また，優良な建築材

等を生産するためには，スギ・ヒノキの造林地

の枝打.ちを時期を失せずに実施することが大変

重要である。
のこ

従来使用されてきた商枝打ち附鋸や枝打ち機

はかなり重く，しかも人ﾉJによる作業のため，

作業中の疲労の高まりや安全性の而で問題があ

り，作業場所や効率性が制限されてきた。

そこで，女性や商齢打でも，場所に制限され

ず，手il壁にかつ安全で，効率的に作業できる枝

打ち機の考案に取り淵'1んだので，その結果を報

告する。

2研究経過

枝打ち作業をだれもがWW単にできるようにす

るには，まず，道具自体が蝿並で，使朋しても

疲労度が低く，安全であることが必要最低条件

である。

当初，従来の高枝打ち鋸と同様なものを基本に考え、

伸び縮みする作業棒の手元にモーターを取り付け，そ

▲▲写真①当初試作の丸鋸式▲写真②改良した往復運動の鋸歯

●8月号訂正:p.33越智氏の所属と本文左段2行目の愛知県を愛媛県に訂正し，お詫び申し上げます。

林業技術No.6901999.9-⑧



▲写真③スイッチを兼ねた安全カバーを装着

鷺

産

綴

牒
〆

腰&；

竃

の動力で作業棒の先端に取り付けた丸鋸を回転

させ枝を切断する枝打ち機を試作した（写真

①)。しかし，丸鋸ではほかの枝に近接した枝の

付け根からの切断が困難であるため，あまり良

い結果は得られなかった。

そこで，回転運動の丸鋸から往復運動の鋸歯

に変え，枝を切断する際，鋸歯が枝に挟まれな

いよう上方（斜_'二方）より切断できるよう改良

した（写真②)。した（写真②)。▲写真④二段ポールと本体▲写真⑤本機を用いての作業

また，一般的な鋸歯は引くときだけしか切れ

ないので，押すときも引くときも切れるよう鋸歯を改のうえ，作業現場で簡単に取り替えができる。

良した。鋸歯は1分間に4501ml往復するので，従来の鋸より

さらに，安全性とバッテリー電力の持続性の問題をはるかに早く切断でき，しかも切断面をきれいに切る

解消するため，鋸附に安全カバーを取り付け，その力ことが可能である。

バー|割体にI可動スイッチの役割を持たせた。この自動この枝打ち機を用いれば，枝の真下で作業すること

スイッチは，枝打ちの際，安全カバーが押し上げられがないので，枝等の落~ドによる災害も防止できる。

ることでスイッチが入り，枝が切断され安全カバーが 以上のように，持ち運びが手軽で，女性や高齢者で

下がることでスイッチが切れる仕組みになっているも安全に効率よく作業ができる枝打ち機とすることが

(写真③)。できた（写真⑤)。

この枝打ち機に用いたモーター，バッテリー，スイ4まとめ

ツチ部分は充電式ドライバーを分解して利用し，作業本枝打ち機と丸鋸の枝打ち機との比較では，本機は

棒は高枝打ち用鋸の二段ポールを利用した（写真④)。1分間に450回往復する高速切断であることから，枝

3．実行結果の切断面が滑らかになるので，樹皮の巻き込みも早く

今回改良試作した枝打ち機は二段ポールを利用した良質の木材生産ができると考えられる。

ものであり，ポールを伸ばした状態の長さが約3.6m また，スギやヒノキの枝打ちばかりでなく，果樹の
せんでい

に達することから，作業する人の身長にもよるが，優剪定や庭木の剪定にも使用が可能であり，作業内容

良材(3mmi,6m柱規格）生産日的のために必要十対象物とも多岐に及んだ枝打ち機である。

分な地上商5.5mまで枝打ちすることが可能である。今後は，さらにバッテリーや鋸歯のより良い選択を

また，自動スイッチ付･き安全カバーにより，安全性行うとともに，亜賦や安全性についても‘検討を加え，

の向上と，バッテリーの電力使用を必要最小限に抑えさらに改良を加えていこうと考えている。

ることができた。今li'1利用したバッテリーは，小型で※本機は，㈱森fIIより特許申請の予定があります。

はあるが11I』充電すると約300本の枝が切断でき，そ

⑭－林業技術No.69019999
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W新規火山灰堆積地におけるトドマツの束植えの成長
過程(第2報)および今後の取り扱いについての検討

1

いとうけんごおおばつれよし

北海道森林管理局函館分局室蘭事務所伊藤研吾大場常義
1．はじめに

現在も火山活動を続ける北海道の有珠山は,昭和52

年に大噴火した。そのときの火山灰堆積地において，

さまざまな工種による治山事業が実施されたが，それ

らの植栽工の一環として，北海道の郷土樹極であるl、

ドマツによって早期に森林の復元を図る目的などから、

東三郎氏（当時，北大農学部教授）の試験例を参考

に，「束植え｣という方法を昭和54年に試験的に実施した。

その結果として第1報では，活着や成長が良好で治

山工法として有効であるとしているが，報告後7年が

経過し，現在，試験林分には成長に伴う変化が見られ，

今後の取り扱いを検討する必要があることから，今同，

束植え木の成長状態の調査と，一部で本数調整伐試験

を行ったので，それらの結果を報告する。

2．試験地の概略および林内や周辺の状況

試験地は,札幌市の南西約80km,有珠山の北西側・

西山川流域の沢筋に設定した（面積0.29ha,標高

180～200m)。日照条件はあまり優れず,火山灰や火山
h舎

礫が1m以上堆積し，土壌は未熟である。

林冠のうっ閉に伴い林内は非常に暗く，ド暦植生は

ほぼ皆無である。また，同時に施工した木柵は，ほと
島

んどのものが腐朽・倒壊し，山地保全機能の低下が危
ぐ

倶される状況にある。

試験地周辺には，噴火以前より成立する樹高20m

前後のカツラ・ミズナラ・セン等があり，噴火後の泥

流等により一度裸地化した沢地等においては,樹高10

m前後のドロノキ等のヤナギ類やハンノキ．シラカバ

等の先駆的な広葉樹が侵入している。

3．束植えの仕様および合体現象

3本の苗木を束にし，約2.5m間隔の木柵工の間に

苗間およそ1mで列状に植栽した。

束植えでは，それぞれが合体する現象が見られるこ

とが知られており，それによる種内協力が，悪条件下

での確実な活着に効果的であると考えられている。今

回，合体現象についての詳細な調査は行っていないが，

ほぼ全部の束に合体現象力認められた。

4．調査結果

1）径級ごとの度数分布：1束を1個体と見なした

場合の径級ごとの度数分布（図①）を見ると，全体で

は正規分布型を呈しており，密度管理の観点では，自

然間引きなどが行われたりするほど込み合っていない

枯死率

(％）

度数

l(){）

80

6(）

40

20

0

5(）

40

30

20

10

（）

～152535455565758595105115125

径級(mm)

▲図①束の度数分布と劣勢木枯死率

大 中 小

％ ％％

100

80

60

．10

20

0

100－lOU

80

60

40

20

0

|鵜 ０
０
０

８
６
４

o守

20I

､鐵三0戸
I

L
jL

O鋤柵側削伽珈1,M

▲図②

.＝－－－－－－

0釦棚間帥1冊剛1101別冊馳鋤lNI刺111

束内での各位の断面積割合

ということになる。しかし,1束のうち少なくとも1

個体が柚死している束の，各径級ごとの度数を棒グラ

フ，その比率を折れ線グラフに示すと，各径級で30％

前後枯死しているものがあることから，隣り合う束同

士の影響よりも，束のII!での各個体の優劣がその生枯

に強く影響を与えていると考えられる。

2）束構成木の優劣：次に束を描成する3個体を直

径の大きな順から大・中・小とし，それぞれの断面儲

が束全体の断面に占める剖合をグラフにプロットし，

束内の優劣関係を見ると(図②),大ではおおむね50％

以tを占めるなど高い占有率を示し，中では大きな陥

りは見られない一方で,小では10％前後から枯死した

ことを示す“0”の間に集中している。これは，時間

の経過とともに束内での個体の優劣が明確化したこと

を示している。

3）残存率：植栽本数に対する残存率では，犬は

100％が残存し,!1!もそのほとんどが残存しているな

林業技術No.6901999.9-⑳
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ど，平成3年から大きな変

化は見られない。それに対

し,小は約30％が枯死して

おり，平成3年と比較して

も約20ポイン1､減少して

いた（図③)。

4）本数調整伐試験：試

験地の一部で，3本のうち

無施業の対照区,の計3区の

と。その結果，それぞれの試

たとえると，隣接木に被圧された個体が枯死するとい

うより，成長に伴う林冠のうっ閉によって~ド枝が枯れ

上がっていくのに近い現象ではないかと考えられる。

このように，束植えの「合体現象による種内協力」

と「密植による種内競争」を利用して，確実に活着さ

せ，なおかつ合理的に成長させようという，当初の目

的は達成されたといえるが，一方で林床植生が消滅す

るなど，植栽工としての山地保全機能を｜･分に発揮で

きなくなっていることがうかがわれた。

しかし，本数調整伐を行うことによって林床植生の

導入に効果が見られることから，束植え木が活着。成

長し，林冠がうっ閉して林床植生が消滅する前に，本

数調整伐を行うことが望ましいものと考えられる。

2）取り扱い方針：今後の取り扱い方針としては，

本数調整伐ないしは束ごとの間引きなどによる林床植

生の導入を図るとともに，順次広葉樹の侵入ないしは

植栽による混交林化を図るなど，最終的には，複雑な

群落構成と階層構造を有するll1地保全機能の問い森林

への誘導を図りたい。

【大】

▲図③

【中】【小】

■』9911998

残存率の変化

2本を伐る，1本を伐る，無施業の対照区,の計3区の

本数調整伐試験区を設けた。その結果，それぞれの試

験区の‘胴対照度に変化が見られ，無施業区では林床植

生が見られないのに対し，3本のうち2本を伐った区

ではさっそくシダ類の生育が見られた。

5．まとめ

1）現状：現在この林分では，束内において個体の

優劣が明確化し，相対的に劣勢であるものから枯死し

ている状態にある。一般に個体間の競争によって生じ

る優劣は時間の経過とともに拡大することから，この

状態はますます顕著になっていくものと考えられる。

この劣勢な個体が枯死する現象は，通常の人工林に

I
鯛

｢軽井沢野烏の森」の森林施業
について＊中部森林管理局佐久森林管理ｾﾝﾀー

＊＊中部森林管理局軽井沢森林事務所

h

みしまふみおいずひろゆき

三島文雄＊伊豆裕之*＊

2．伐採モデル地区および施業の実施経過

林野庁の委託調査で，①密な人工林よりも，空間の

多い疎な人工林のほうが鳥が多い，②針葉樹林よりも，

広葉樹林や混交林のほうを好む鳥が多い，③鰄純な椛

成の森林よりも，広葉樹や針葉樹，混交林，小空間等

が組み合わさった多様な森林構成のほうが烏が多い，

といった知見が得られている。以上のことを蹄まえ，

森林施業の基本方針および実施方針を定め，次のよう

な3タイプの伐採モデル地区を設定した（表①，図

①)。

伐採モデル地区の状況を参考にし，「軽井沢野鳥の

森」区域内におけるタイプ別の記溌をどのようにする

か，関係者の意見，アドバイスを受けながら表②のと

おり施業を実施した。

1．はじめに

「軽1:沢野鳥の森」は，昭和49年度「第2次千IMI川

上流地域施業計mii」策定の際，地元軽井沢町，日本野

鳥の会会員から，わが国でも有数の野鳥の宝庫である

軽井沢地区に，野鳥の観察・保護を目的とした国設の

野鳥の森を設置してほしい旨の要請があり，長倉山国

有林（101．102林班）に設定された。

設定から17年経過した平成3年，設定箇所の林分

(カラマツ人工林9411a)が過密となったことから野鳥

の種類と個体数が減少し，地元野鳥の会会員等からカ

ラマツ林伐採の要望が出され，広く関係者から意見・

アドバイスを得て作成した「野鳥の保護・繁殖に役立

つ森林施業｣に基づき伐採を開始，平成11年度をもっ

てほぼ終了することから，森林整備の状況および野鳥

の現状について柵告する。

⑳－林業技術No.6901999.9
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▼表①3タイプの伐採モデル地区 ▼表②施業の実施経過
(単位:ha)

タイプ手入れの方針｜現況 伐採後
計
一
恥
一
邪
一
加
一
州
一
皿
皿
慨
一
皿
恥

型
出
剛
一
服
怖
即
肥
而

間伐(30％）漸伐(50％）漸伐(50%)漸伐(70%)

5．06

8．13

719

3.502003601.00

4．406882．00

8．584．953．92

6．485．87

7．00450

43.1524203601411

カラマツは70％
程度伐採する。
広葉樹は高木およ
び実のなる木以外
は伐採する。

カラマツ65年生

震爵珊弼脂
No1

カラマツ240本/ha
広葉樹176本/ha

A
カラマツは70％
程度伐採し，混交
林の造成を図る°
広葉樹はできるだ
け保残する。
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備考：強度(70％程度)の伐採を行つだ箇所の一部には，オーブンスペースを
造成した。
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3．野烏の個体数調査結果

キジ，モズ，ノジコ，ベニマシコは増〃II傾向にあっ

た(図②)。キジは，畑や河原などの開けた環境を好む

ため，オープンスペースを設演したことで，また，モ

ズ，ノジコ，ベニマシコは現在のオープンスペース(下

層にヤブが繁茂）のような環境を好むため，増加傾向

にあるものと思われる。

ヤマドリ，カラス類，シジュウカラ，オオルリの個

体数は，今lnIの調査ではあまり変化がなかった。

ビンズイ，アカハラ，キビタキは減少傾向にあった。

このうち前2種は，草原と森林の境目のような環境を

好むため，現在のオープンスペース（下層植生にヤブ

が繁茂）では好ましい環境でないことから，減少傾向

にあるものと思われる（図③)。

4．考察

森林施業と野鳥の生息状況の推移についての札|関関

係は，明確には解明できなかったが，平成3年から現

在までカラマツ人工林本数調整（間伐，漸伐）を行っ

た結果，一部には個体数の減少傾向にある野鳥がいる

ものの，全体的には野鳥の種類・個体数とも，やや増

加傾向にあるといえる（図④)。

以上のことから，野鳥の生息しやすい森林形態の理

想は,@N･L混交林（広葉樹の多いもの),②適度な

47

42

I
41

燕
軋弓

岫
侭ｌ

ｌ
Ｋ

齢
年l”01”4I”51”6

疎密度(一斉林の密林はきらわれる)，③オープンスペ
かんぽく

－ス(草原的なスペースに潅木類が点在するもの)，④

ヤブ場(ときには兇通しの悪い潅水林も必要)，⑤水場

(湿地･溜池･渓流）等が小団地状に配置された変化に

富んだ森林，であると考えられる。

5．今後の課題

①多種多様な野鳥の生息を可能とするために，草地，

ヤブ，低木を適切に配置するなど，環境整備を図る°

②カラマツー斉林における，適正な林分密度管理に

よる~ド層の広葉樹の育成に努めるとともに,｢実のなる

水」の植絞を行う。

③旗葉樹を主体とした針広混交林の造成等を実施し，

野鳥の生息状況を観察しつつ，さらに「野鳥が生息し

やすい林分」となるような林分構造を維持・造成する。

④幅広い年齢層の一般陸l民を対象に，レクリエーシ

ョン・野鳥の観察等を目的とした積極的な利用が予想

されることから，これらを念頭に，現地資材等を積極

的に活川した探鳥路等の整備を進める。

林業技術No.6901999.9－⑳
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スギ長伐期施業林における穿孔性害虫による

加害調査一ゴﾄｳﾂﾙとｺｳﾓﾘｶのかかわり
東北森林管理局森林技術センター

ふくしかずひさわかまつきみはる

福司一久若松喜美治

1．はじめにに登はんし，スギ樹幹部を食入加害することから，登

森林は，国土の保全・水源かん蕊等公益的機能や，はんし，姉化する間が食害期間となる。また，調査地

再生可能な資源として国民生活に欠くことのできないでの幼虫越冬はスギ樹幹内とツル内坑道越冬の両方が

木材の供給磯能を担っており，とりわけ，近年地球渦見られた。

暖化防止のための二酸化炭素固定工場としての機能が 食害状況は，①スギ樹幹に食入する場合はツル茎を

クローズアップされ，複層林施業や長伐期施業の推進一定範囲食害し，その後樹幹食入する。②ツルが張り

が図られている。当東北森林管理局管内にも長伐期林付いていない立木での食害は認められない。③ゴトウ

分が設定されているが，一部にコウモリガ幼虫によるヅルとイワガラミが混生している林内では，ゴトウヅ
し

スギ立木穿孔被害の発生が確認された。ルのほうを嗜好する。④スギ樹幹の食害位置は，高さ

コウモリガ幼虫は，スギ，ヒノキ人工林などの10年20～260cmの範囲を食害しており,一番玉に集中して

生以下の幼木を食害するが，成熟林での被害は少ないいた。⑤食入坑道の長さは10～28cmで,20cm前後

といわれている。しかし，今也l当局管内の長伐期林分食害しているのがほとんどであった。また，食道方向

でその被害発生が確認されたことは，伐期延長に伴うは，初めに心材部方向にやや斜め上方へと進み，その

林分環境の変化がそのような穿孔被害を誘発したとも後上方へと直線的に食害することがわかった（表①)。

考えられることから，被害状況，林分内環境，ツルの2）ゴトウヅルの処理結果：ゴトウヅルは，付着根

生態，特にコウモリガとツルとのかかわりを把握し，を出して立木に張り付くツル類で，中高齢林では林縁

今後拡大される長伐期林分等を穿孔被害から防ぎ，現部を主として林内でごく一般的に見られる。当調査地

地に適合した防除方法を究明するため調査をしたので，では，高さ23m,茎径7cmに達しているツルもあっ

その結果を報告する。た。直径（皮除き)10～20mmの範囲の平均年輪数は

2．調査地と調査方法13,平均肥大lilmは1.2mm,伸長で2.2m成長していた。

調査は，穿孔被害が確認されたスギ長伐期林分（林ツルの切断処理後の変化は，次のようなものであっ

齢75年生，370本/ha)において行った。た(表②)。①切断上方は，切断位置，径級に関係なく

コウモリガ幼虫による加害関係については，食害状1年経過後は枯死していた。②切断下方は，下段切断

況（本数，食入位演，程

度)，生活史(蓋はん幼虫▼表①コウモリガ幼虫の食害状況度)，生活史(登はん幼虫

の越冬形態)，生育環境

(地形，地質，周辺植生）

を，ツルの生態関係につ

いては，切断処理（中段

100cm,下段10cm)を

行い，その後の成長変化

および伸長量（茎長，直

径）を調査した。

3．結果と考察

1）コウモリガ幼虫の

食害：コウモリガは，普

通2年に1回発生すると

いわれ，ツルを足がかり

食害状況

スギ樹幹穿孔食害位置(cm)
調萱

本数

(本）

ツル食害ツル直径

(mm)
ツル名

39_5f@,0@
100
～150
150
～200
200
～250

罎
鋤

250
~300 Ｊ
計
本く
膵
池
ｔ
く ｊ
計
本く30未満

餅
１
’
４

６
－
旧
－
９
｜
偲
個
一
竹

19１
－
６
２
－
１
｜
Ⅷ

４
餌
－
５
６
羽
－
１

吃
一
酬
一
個
個

４
－
１
１
－
６

８
－
２
２
個
－
１

111 訓
一
妬
酬
一
羽
一
翅

ゴトウヅル

２
－
７ 111

2 21112111

2 1 314415

鰻ツルの直径は地上1m位置を測定

⑳－林業技術No.690j999.9
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処聰隠分{繼淵職'11調繍
ツル1日:侭測定位慨：地上100cm

（）は，洲燕地点に分岐したツルが切断
下方にあったもの

派1

▼表②ゴトウヅルの切断処理後の変化 ソ
〕
ｑ
叩

切断後のツルの状況

切断上方切断下方
ツル

直径
(mm)

調査
本数
経過

年数
処理区分

かりとして登はんし食害することから，消雪

後早い時期に切断処理する。②処理位置は，

中段・下段切断処理ともぼう芽は発生する

が，下段処理のほうが半減していることか

ら，さらにぼう芽の発生を少なくするため

に，できるだけ地際から切断処理する。③ツ

ル面径が10mm以下であれば被害影響が蝿

微であることから，ツル頂径が10mmに達

する前に切断処理する。

4．おわりに

これまで保育作業でのツル切りは，幼若齢

枯死
(本）

華
雨
緬
蜘
生存1ぼう芽等発生
(本）｜ （本）

１
２
ｌ
１
２
－
１
ｌ
２
ｌ
１
｝
２
’
１
２

釦
一
別
一
一
釦
一
一
加
一
一
別

2

6

13

15

4

10

14

18

33

49

181（12）
141（12）
－

7I(3)
－

51（3）
161(8)

101(8)

61（2）
－

21(2)
47I(25)

311（25）

６
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
２
ｌ
８
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
０
ｌ
鯉
－
６

中段切断 20

5～10

20下段切断

20中段切断

11～40

下段切断 20

計

植栽木に直接被害を及ぼすものを主として除去してき

た。しかし，中高齢林分においてスギの生育にさほど

被害を与えないとされていたゴI､ウヅルやイワガラミ

を媒介して，コウモリガの幼虫がスギ立木の一番玉に

集中して穿孔被害を及ぼすことが確認されたことから，

状況に応じた中高齢林分におけるツルの除去も必要で

ある。

今後，わが国では伐期林齢の長期化に伴い高齢級成

熟林が一屑拡大する方向にあることから，今まで見ら

れなかった森林被害などの発生が懸念される。森林の

状況をできるだけつぶさに観察し，その変化の把握に

努め,n的に合った施業を実施し，健全で活力のある

森林の造成を図ることが重要であると考えられる。

および径級の大きいツルほど枯死率が高かった。③ぼ

う芽は,各切断処理区分で発生しているが,2年後の生

存率は若いツルのほうが高く，また，調査時点に分11皮

していたツルは100％生存していた。

3）防除方法：コウモリガ幼虫によるスギ長伐期林

分の食害は，ゴトウヅル，イワガラミなど付着根を出

すツルと大きくかかわっていることが確認された。こ

の被害を防ぐには，コウモリガ幼虫の駆除，地表植生

の除去(下刈り)，ツルの除去（ツル切り）が考えられ

るが，今回の調査結果と林業の採算性を考慮すると，

ツル切りが適当と考えられ，施業の際には次の点に留

意する。①処理時期はコウモリガ幼虫が翌春ふ化後，

一定期間地表生活をし，6月下旬ごろからツルを足が

’
愚

緑化工事におけるシカの被害対策
工法について

Y6 矧
たけのうちまさかつなかむらかずみ

関東森林管理局大間々事務所竹之内政勝中村一美

拡大し，その対策が緊急の課題となっている。

そこで，緑化基材の吹付後，発芽までの間に被害が

著しい厚畷雄材吹付工について，新たな緑化基材の開

発も含めて試験施工を行ったので，その調査結果につ

いて鞭告する。

2．被害要因および被害対策工法の検討

シカが緑化基材を好む要因として，①緑化基材に混

入する化成肥料の成分により塩分等の不足を衲給する，

②緑化基材に混入する生育基盤材が広葉樹皮を主に原

1．はじめに

大間々事務所管内足尾地区は日光国立公隊|に隣接し，

渡良瀬川源流に位置する。近年，シカの被害が急増し

問題視されるなか，栃木・群馬両県ともにシカの保護

管理計画を策定し，被害対策を講じている。

足尾の治山事業施工地における緑化工事も例外では

なく，緩斜面で礫層に施工された植生等の食害に加え、

近年，特に施工面積が増加してきた急斜面で岩石地等

に施工される厚層基材吹付工の緑化についても被害が

林業技術No.6901999.9-⑳
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▲写真②シカ

し写真③シカ食害状況▲写真①足尾の三川地区から治山事業施工地を望む

料としている，ことが与えられた。そのため，シカは

緑化基材から発生するにおいをかぎつけ，施工地内に

侵入して発芽前の緑化基材を踏み荒らし食害すると樅

論し，以下のような対策を立てた。

①緑化基材に使用されている肥料を市販のコーティ

ング型の遅効性肥料に変更し，肥料からのにおいの拡

散を極力防止する。

②生育基盤材を，シカの好む樹皮を主成分とした材

料から吸水性ピートモスと無臭性有機質を混合した材

料に変更する（以下シカノンと呼ぶ)。

上記①，②の変更を加えた緑化基材と従来"[法の緑

化基材を使用して，‐ド記のような工法による試験施工

を行った。

③Bタイプー【:法では,一部にシカの鍵塞.や~

侵入が兄られたが，緑化基材（シカノン）にシカが興

味を示さなかったと見られ，移動のための歩行箇所の

みの最小被害にとどまった。

④Cタイプエ法では、施工順序を本来の厚層基材吹

付工とは異なる施工で行った結果,Bタイプと同様に

緑化基材（シカノン）には興味を示さず，なおかつ表

miに金網が州たことによりシカが歩きづらくなったこ

とで被害はなかった。

⑤各工法の経済性の比較では，従来工法を100%と

すると他の工法は表①のとおりであった。

4．まとめ

厚|曾基材吹付工に対するシカの被害の防止策の1つ

として行った試験施工の結果，生育基盤材と肥料のに

おいをいかに無臭1'liに近づけ，シカを誘引させないか

が大きなポイン1,であった。

生育基盤材（シカノン）を使用したBおよびCタイ

プについては，施工法の違いにより被害程度は異なっ

たが，それぞれ被審防止という点からはi_I的が果たせ

た。しかしCタイプについては，厚層基材吹付工の本

来のF1的である緑化基材を金網に絡ませ安定させると

いう点がクリアされていないため，今回の試験施工で

は他の工法との比較対象にはなりにくい。また，従来

工法およびAタイプには、シカの踏み荒らし等による

被害が発生していた。

以上のことから、当初の被害要因から考えた対策を

取り入れたBタイプエ法が，施工管理，施工性，コス

ト面等から総合的に判断して、シカ被害対策に適した

工法であると考えられる。しかし，シカ

の侵入頻度の高い区域については、シカ

~、

／・従来工法金網十緑化墓材
．Aタイブエ法金網十緑化墓材十わらマット＋ポリ

ネット被覆
･Bタイプエ法金網十緑化基材（シカノン）
･Cタイブエ法緑化墓材（シカノン)+わらマッ

ト＋金網
注）地表面からの施工順序で表示、 一〆

3．実行結果

①従来工法では，無被覆の化成肥料を混合し，生育

基盤材にパーク堆肥を使用したことから，材料から発

せられるにおいに誘引されたシカの侵入があり，蹄み

荒らし等による緑化基材の崩落被害が発生した。

②Aタイプエ法では,従来工法の緑化蕊材を使用し

たためシカの侵入があり．踏み荒らし等による被審は

確認されたが，わらマット，ポリネットの施｣二により

緑化基材の崩落までには至らなかった。

▼表①実行結果および経済性の比較

吹付後のシカの侵入シカの侵入による被塞経済性の比譲 の歩行障害となるような措置も必要であ

り，検討課題である。今後も，これらの

施工箇所については、植生の状況．被害

等の追跡調査を実施していく必要がある。

従来工法

Aタイプ

Bタイプ

Cタイプ

有
育
有
無

踏み荒らしによる崩落を受けだ

被覆物への踏み荒らし

シカ歩行箇所のみ認分的な崩落

無

1㈹％

119％

126％

145％

⑩－林業技術No.6901999.9
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林政課

簡易な測樹のための「材積スケール」

本｢材積スケール」は,長さ50cm,IIM2cm,厚さ1

cmの単純な形状から成り，輪尺と物差し,材積表を－－

体化したもので，さらに簡易な計測機能も併せ持って

おり，特に材積というなじみにくい三次元の概念を身

近なものにするために_I二夫されたものである。

基本的な使用法：丸太材職は，スケールの丸太材積

の計測面で丸太の末口直篠を計測すれば，材長に見合

った材積が得られる。幹直径は，スケールを樹幹に接

し,50cm離れた所から樹幹に対する左右の視準線の

間隔を幹直径目朧りで読めば計測できる。立木幹材積

は，計測した胸間I向経と，胸高と7.2m高とのi貞径差

により，材穣スケールヒの対応する材秋柵で得られる。

簡易な測樹法：樹高は，根元のポール等の基準長の

上下視準線が鉛i直スケール同臘で基準長の1／100に

第45回|林業技術ｺﾝﾃｽﾄ

たなかしゅんいち

田中駿一

なるようにスケールを前後させて合わせ，このときの

梢端と根元の両視準線の間隔をスケールのcm目盛で

読むことによって得られる。上部直径は，鉛直に保持

したスケール面の左右の視準線が上部直径と一致する

ようスケールを前後させて合わせ，その視準幅を立木

直下横の水平にしたポール上に移し，その長さを測る

ことで得られる。距離の計測は，目標地点にポールを

水平に設置し，スケールの定角で視準したときの長さ

(基準長)を計測することで得られる。また，距離の計

測法を応用することで，円形および可変プロットを設

定することができる。

以上「材積スケール」による簡易な測樹法は，目の

良しあしに影響されることは否めないが，使い方を熟

知・工夫することで計測精度を高めることができる。

広島県尾道農林事務所

林務課

菌床シイタケ栽培現場におけるﾅガﾏドｷﾉｺ(工の
シイタケ子実体食害とその防除の試み

戯
かたらお

荊尾ひとみ

広島県で近年増加している生シイタケの菌床栽培に
うじ

おいて，蛆虫によるシイタケ子実体の食害が発生した。

調査の結果，加害虫はナガマドキノコバエと同定され

たが，ナガマドキノコバエがシイタケ栽培において被

害を与えたという事例は少なく，その防除方法も確立

されていない。そこで，菌床シイタケ生産施設におい

てナガマドキノコパエの洲森を行い，その防除を試み

たので報杵する。

被害状況：ナガマドキノコバエの幼虫は，シイタケ

菌床の浸水発生処理後に集中発生する子実体ではなく，
ひ鰭

後に遅れて発生してくる子実体の鍵や柄を食害してい

た。

防除法の結果および考察：①青色蛍光灯を用いた光

誘引捕虫器とハエ朋粘蒲テープを州いた結果，光誘引

器付近でナガマドキノコパエが多く捕殺されており、

青色蛍光灯に誘引されることがわかった。しかし，粘

着テープに他の走光性のある害虫が大域に付着する場

合には，ナガマドキノコバエに対する捕殺効果が低く

なると考えられる。②ハエ用誘引液を入れたl､ラップ

(ハウスの入口から奥に向かって5箇所に設臓)に6週

間余で28～700匹捕殺されていたことから，ハエ用誘

引液1､ラップが有効であることがわかった。しかし，

誘引液I､ラップは粘着テープと比較して尚｛illiであるの

で，今後低コスト化を目指す必要がある。

これらは，幼虫を直接駆除する方法ではなく，成虫

を捕殺することで幼虫を減らす|削接的な駆除方法であ

る。シイタケ菌床自体に殺虫剤などを使用することは

できないので，発生を予測し，早めに予防を行うこと

が最も重要であると考えられる。

林業技術No.6901999.9-⑳
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北海道森林管理局帯広分局

根釧東部森林管理署
林業技術コンテスト

知床I甲（羅臼町）における

エゾシカの食害について たまきかつのり

玉木克憲
近年，北海道の知床半島では，エゾシカによる被害

が腱作物のみならず森林にも及んでいる。知床岬地区

の森林被害に関しては，斜里側においてシカの採食に

よる植生変化の調査が行われたが，羅臼側ではデータ

が得られていない。そこで，知床森林生態系保護地域

の羅臼側において，エゾシカの食害状況を把握するた

め調査を行ったので，その結果を報告する。

調査区および調査方法:IIIIII先端部の羅臼側にプロッ

l､A("i"55m)とB(標高80m)を，また，約2km

ほど南にC(標高170m)を1997年に殻慨した。プロ

ッ|､内のすべての立木について，樹種，胸高直径，生

h!ilX分，食害の有無および程度を調べた。

結果および考察：各プロットの林相の比較では，小

経木の欠如がAにおいて最も顕著で，次いでB,Cの

順であった。これはAが最も古くから食審を受け,B

がそれに続き,Cが食害の期間が最も短いことを示し

ている。この順序は標高の低い順序と一致しており，

シカが標高の低い所から高い所へと進出したことを表
ばく

している｡食害による剥皮部分が幹周りの50％以下の

生立木の径級区分から予想される将来の林棚が，斜里

側のi淵査結果の1995年の林相とほぼ一致することか

ら,lllll1地区では羅臼側よりも斜里側のほうが早い時期

に食害が始まったと考えられる。また，樹樋別の被害
し

状況から，シウリザクラよりもハシドイの嗜好性が商

いと判断できるので，現在シウリザクラの食害を受け

ていないプロットCにおいても，その被害の拡大が予

想される。

今後，さらなる調査の継続と，この知床森林生態系

保護地域の望ましい姿についての議論が必要である。

’ 関東森林管理局東京分局

伊豆森林管理署
第45回 林業技術コンテスト

鐘
伊豆森林管理署管内の

シカ対策について

４
Ｊ
）
と

とむらふみひこあおやまかいたろう

戸村文彦青山魁太郎

近年，伊豆森林管理署管内ではシカの被害が年々増

加している。そこで,有効とされる3種の防除方法(忌

避剤，ヘキサチューブ，簡易防謹柵）に関して，コス

|､の継減と有効性について検討を加えた。

調査結果：①忌避剤により，新植筒所では塗布後約

2カ月秘腱食害を防ぐことができ，また,4年生造林地
娃《

では塗布本数の1割程度に剥皮害を受けるにとどまっ

た。しかし，年3回，5年間塗布を行うと仮定すると，

労務yYに膨大な費用がかかることが予想された。②ヘ

キサチューブの設置は，チューブ本体以外は代用品を

使川した。苗木に食害された形跡は見当たらず，効果

は-|-分に発揮された。コストはある程度職減できたが，

代用支柱のメンテナンスや耐久性の而に問題が残った。

③簡易防謹柵については，設置コストを軽減するため，

ポールの代わりに林縁木を使用し、固定杭を減らす方

法を検証した｡設臘コストは,従来型の7判程度に削減
そん

することができた。効果は従来型のものと遜色ないが，

従来型と同様にネットのメンテナンスが必要である。

考察：忌避剤を除けば，シカと植栽木との接触をな

くす防除方法であるが，その防護効果は他の資料と比

較しても遜色がなかったので，設置コストの軽減に関

してある程度の成果を上げることができたと考えられ

る。その際，ヘキサチューブ本体や防謹柵用ネット等

の資材礎は必要不可欠であるから，それらの設i樹に要

する他の黄材礎および労務費をいかに軽減できるかが

ポイントである。

今後，それらの有効な防除方法を，さらに低コスト

で最大限に効果を発揮できるよう思考，改良を璽ねて

いくつもりである。
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分別解体には機械解体と手解体があり，手解体が

約2割高い。

解体に要する費用は，解体費と処分費に分けら

れる。解体費は解体作業と収集運搬に要する費用

であり，処分費は字義どおり解体物の処分に要す

る費用である。30坪の木造住宅の解体費は，諸経

費を含めてミンチ解体が87万円，分別解体が

99～'09万円なので，ミンチ解体は分別解体に比

べて約2割から3割安い。ところがミンチ解体は

リサイクルされないので

本題は，循環型社会の実現を目指した日本学術

会議木材学研究連絡委員会が去る5月に開催した

シンポジウムの話題の一つで,坂本功教授(東大・

建築学）の講演要旨による。

木造住宅の更新周期,いわゆる寿命は30年であ

る(総務庁)。国連によれば，イギリス’41年，ア

メリカ96年，フランス86年，ドイツ79年なの
しの

で,日本の寿命は極端に短い｡戦後の一時凌ぎが建

て替えられたとも思えるが，同じ敗戦国のドイツ
ふ

が79年なので,肺に落ち

：紳繊
ない。独立して自分の家

を建てないと一人前では

ないといった国民性だと
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すれば，資源の無駄遣い

であるばかりでなく，ゴ

ミ問題としても見過ごせ

ない。いわゆる環境ホル

モンとして問題となって

いるダイオキシンは，ゴ

ミの焼却による発生量が

最も大きいと推測されているからである。

建て替えは住宅の取り壊しから始まるが，よく

目にする光景は，水を掛けながらショベルカーで

粉砕するミンチ解体である。解体物は埋立処分場

へ行き，リサイクルされることはない｡分別して解

体すれば，解体物の約3／4がリサイクルされる。

傘
もう一つの問題は不法投

棄である｡平成7年度の厚生省の調査によれば,建

設廃棄物の不法投棄量約39万トンの内訳を見る

と，第1位が木屑で全体の42％，第2位が建築廃

〃

と，第1位が木屑で全体の42％，第2位が建築廃

材で34％を占めている｡木屑は戸建て住宅から発

生したものと思われ，もちろんリサイクルの対象

外である。
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口全国林業改良普及協会=編，森のセミナーNo.2－くらしと森林一災害を防ぎi<らしを彩る，全国林

業改良普及協会(a03-3583-8461),'99.2,551)･A･l変形,Yl.()00

□lllと渓谷社=編，日本百名山登山案内,lllと渓谷社(a03-3436-4055),'99.3,206p･B5,

Y2,200

藤本和典=薪，週末自然観察入門，山と渓谷祉（窓同IL),'99.1,125p･B5,¥1500

次111信ｿ)=監修．吉田忠正=文，写真，新．日本各地のくらし⑤山地のくらし，ポプラ社(a03-

3357-2211),'994,47p･B5,¥2.200

郷IIIW=¥,結の心，ビジネス社(503-5444-.1761),'99.5,2-l1p・B6,¥1.500

余国林業改良普及協会=編森のセミナーNo3－地球と森林一温暖化を防ぐ森林・木材，全国林業改

良普及協会（窓|瑚掲上),'99.6,55p･A4変形,Y1.000

口今森光彦=著，萌木の国，世界文化社("03-3262-5115),'99.7,223p･A5,¥2,800

口矢野【l§=綱，森の学校自然とふれあう新しい旅，小学航(a03-3230-5739),'997,143p･A5,

￥1,600

口鈴木和夫=細普，樹木医学，朝倉誉店（公03-3260-0141)，’99.7,3251)・A5,¥6.400

口林野川:=監修，治山技術基準解説一総則・山地治山編,ll本治l1l治水協会(s03-3581-2288),'99.7,

3551〕・A5,Y4,000
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イリアンジャヤより愛麿山国有林を望む露

灘
蕊鶴
揚

驚
蕊
識
潔

マングローブ林資源保全開発現地実証調査
飯山(旧姓.井上)泰子（いいやまやすこ)JICA林業経営専門家

で数百匹，地下足袋を伝って登ってきて，これがまた
か

手当たりしだい噛みまくるものだからチクリチクリと

術くてしょうがないので，つぶしまくりながら調査を

します。

そんなことばかり書くと，マングローブ林の中の仕

事はいかにも大変そうですが，根を乗り越えるのは日

本のやぶ山をかき分けるような感じですし，わくわく

するような楽しさもいっぱいあります。マングローブ

林には，イリアンジャヤでは見ませんでしたが，この

ほかワニや，人が噛まれると即死するというマングロ

ーブの樹皮と見分けがつきにくいマングローブヘビ，

グリーンスネークなどがいます。こうした危険な動物

ばかりでなく，イグアナや猿，大型の鳥類，蝶などの

昆虫類も多く，熱帯ジャングルのバイオダイバーシテ

ィの素晴らしさには興味が尽きません。インドネシア

には世界最大規模のマングローブ林が存在し，その40

％はイリアンジヤヤに存在しています。

サンプル採取では，1本1本の木の根元から頂端ま

での幹の,2mおきの丸太の円盤を100本分採取しま

した。大きなものは胸高直径1m,樹高40mありま

す。現場のコンセッションのフォレスターやチェンソ

ーマンをはじめ，作業員の皆に協力してもらい，少し

ずつ作業を進めました。今回私たちが対象としたマン

グローブのフタバナヒルギ，オヒルギ
ちんぽ<

等は非常に比重が高く，重い沈木です。
各ん坐

人肩で木馬道まで運び，そこから船着

ｲﾘｱﾝジﾔﾔ場まで木馬で引っ張り，船着場からボ
ートに戦せてキヤンプサイトに運び，

蕊
率先して手伝ってくださったので，作

｡

．．？

Z鑿騨鰻鰹鱒堂；

アリ，アガス，アワス!!な調査の日々

イリアンジャヤはインドネシアの東端，ニューギニ

ア鮎の西部に位置し，面積的に世界最大規模のマング

ローブ林が存在する地域です。そこで行われているコ

ンセツションの林業経営について調査し，マングロー

ブ樹種の収穫予想表および材職表作成のためのサンプ

リングを行うことを目的に，1998年7月，カウンター

パートらとともに現地調査を行ってきました。

マングローブとは，タカアシガニのような根を水中

に下ろして体を支える姿で知られるように，海水と川

の水が混じる湿地帯に存在します。調査地のビントウ

ニ湾は潮汐の平均日較差が約5mあるため,マラリア

蚊は存在しませんが，その代りというか，「アガス」と

いう名のブヨがおり，ちょっとでも作業の手を休める

と数百のオーダーで，うわああああと襲いかかってき

て，払っても払っても刺してきます｡蚊の1/10くらい

の大きさですが,刺されたあとは直径1mmほどに赤
砿

く腫れて硬くなり，服の中にも侵入してくるので，全

身ひどいものとなり，刺されたかゆさは数百倍，眠れ

ないほどになります。このほか，マングローブの幹に

巣を作るアリが数種類います。マングローブの根に手

をかけたり幹に登ったりすると，うわああという勢い

二湾‘イリアンジヤヤ
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インド洋

~弓一・・

』ｌ
ｍ
Ｕ

ｎ
ｌ
″

ｋ
帆
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Ｍ
９
ｌ

戸
函
”

ハ
ｍ
Ｕ
Ｉ
｝

調査地位置図
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－マンを中心に，いつのまにか役割分担がで

き，グループに分かれ，伐倒，チェック，マ

ーキング，計測，玉切り，運搬などの作業を

安全に注意しながら進めていきました。

昼には，地元の猟師さんが釣って売りに来

た，卜|のド3()cm,1匹1kgはあるタイの串

刺しの丸焼きを人数分20匹，河原で焼いて，

ご飯と一緒に川岸の貯水所の丸太の上で食べ

ました。静岡の沼津森林事務所勤務時代が思

い出されました。よく昼，作業員の皆が持つvユu-jご4しまし/廷。d、､堂シ1.1言奉上越Uノ空酉刀ﾑ寸っ

てきてくれた駿河湾のアジの開きを，わぃわマングローブ原生林（イリアンジヤヤ・ビントウニ湾）

い言いながら季節の山菜や漬物と一緒に山で

焼いて食べたものでした。森林官（フォレス

ター）の生活は，もしかしたら世界中どこに

行ってもあまり変わりないのかもしれないで

すね。

そのような詔をしながら食事をし，だんだ

ん気心が知れてきて，仕事も冗談まじりに楽

しくスムーズになっていきました。それぞれ

手が空いたり，忙しくなったときはお互いに

声を掛け合い，助け合ってくれたので作業が

はかどっていきました。

スハルト政権が崩壊し，独立運動が再燃し

ているイリアンジャヤの奥地林の現場で，イ

ンドネシア語がどれだけ通じるか，初め少し

心配でしたが，ここで働いている人はイリア
フタバヒルギの材積表作成のための樹冠解析サンプリング風景

ンジャヤの地元の人も多いのですが，その他 （撮影/lr.FairusMulia)

ジャワ島，スマトラ島，スラウェシ島などあ

ちこちから出稼ぎに来ており，インドネシア語で意思戻らなくてはいけないという日になりました。最後，

の疎通を図っていました。それぞれの地域のお国I:I慢順番に木馬を引きながらボートが係留されている岸辺

や母語の違いについてよく話題になりました。例えば，にたどり着いたときはだいぶ暗くなっていました｡｢記

休憩時間に隣に座ったイリアンジヤヤの青年に，二コ念写真を撮ろう」と言われたので，貯木所の丸太の上

二コしながらrSusuitubagus!」と言われました。に集まって写真を撮りました。懸命に調査に協力して

Susuとはインドネシア語では牛乳や乳そのものの意くれてありがとう，と心から思いました。rまた来年も

味があり,Bagusは素晴らしい，という意味なので，来るのか？」と口々に聞かれました。“またこいつらに

ギョッとし，よく聞いてみたら，イリアンジャヤでは米られちやかなわん”と内心思っていたかどうかは定

Sepatuすなわち靴のこともSusuということでした。かではありませんが。

要するに，私の日本製地下足袋をほめてくれていただカウンターパートのOkiさん，アシスタントカウン

けだったのでホッと（がっかり？！）し，ギョッとしターパートのSudal･maさんも，いつもながら夢中で

た埋由を脱明したら，皆で大笑いになってしまいましがんばっていました。林業省以外のブォレスターと一

た。緒に仕事をした経験は，私たちにとって，とても勉強

になりました。疲れたろうなあと思いましたが，まだ
マイ・スイートメモリー

休むわけにいかず，3トンに及ぶサンプル材輸送のた

数日間の調査のI」程を終え，明日はデンパサールにめのパッキングと，今後の調査の打ち合わせをしなく

林業技術No.6901999.9-③



入れしてくれたものでした。優しくて，仕蛎

熱心だった衆の思い出が詰まっています。例

えば深い森の中で道に迷い，独りぼっちにな

ってしまったとしても，見えない力で助けて

くれるような気がして，その後どこへ転勤に

なっても持ち歩いてきた物です。しかし，こ

こインドネシアでも役に立ったと後で皆に報

告したら，それはそれで喜んでくれるかもし

れない，と思い直しました。愛薦山|到有林の，

だれも見ていない2m以上の密集したササ

ヤブ,30度以上の傾斜，雪も降り，夏は暑い

山の中で，1年中とぎれることのない厳しい

々と数十年続けてきた人たちです〆この人た

フオレスター集合（川岸の貯木場にて，前列中央が筆者）

仕事を黙々と数十年続けてきた人たちです。この人た

ちから学んだことがいかに大きいか，と今なお思いま

す。今回協力してくれたイリアンジャヤの現場からも

いろいろなことを教わりました。休憩のときなどに，

|~|本の話もいろいろと聞いてもらいました。愛臘|lIの

衆にも,H本に帰ったらイリアンジャヤでの話をした

いと思います。

イリアンジャヤ，ピンl､ウニ湾の深い大きなマング

ローブ林で働く皆さんが，これからも安全に，元気に

仕事をしていてほしいと思います。家族と遠く離れて

の仕事は厳しいものに違いありませんが，それぞれの

人ががんばりながら自分の願いをかなえていければと

祈るばかりです。

スイートメモリーの手錨は，サンプリングを終えた

残りの材とともに，今私の手元に無事戻ってきていま

す。

てはなりませんでした。

今後，ここで継続をお願いする調査については，コ

ンセッションの同じ年代の女性フォレスター,Sriさ

んが担当者として引き受けてくれることになりました。

彼女なら,だれが見ても適切に，全体を監督しながら

うまく総括することができると，一緒に仕事をしてき

た中で確信していました。

さらに調査に使用する道具について話し合いました。

ペンキや周囲を測るメジャー等は瞬いていくことにし
の二

ました。SriさんにrGergajikecil(手鋸)」と言われ，

｢うーんこれだけはなあ」と渋ってしまいました。「私

の個人の物で，もう10年，現場に出るとき使ってい

て，スイートメモリーがあるからだめ」と，初め断っ

てしまいました。「それなら仕力ないわ。でもあれは便

利よれ，伐る箇所を決めるのに簸遡｣とSriさんに言わ

れました。その後5分くらい別の物について皆で話し

たのち，やはり，と思い返し，「やっぱり手鋸，置いて

いくことにするから使ってください,Sriさん｣と言い

ました○皆に「スイ－1､メモリーはいいのか」と冷か

されました｡｢でも終わったらサンプルと一緒に送り返

してくださいね（ね，の後にハートマークを付けて)」

とお願いしたら笑われました。まあ，愛着のある代物

なので，役に立てばうれしい，と思ったのです。森林

舗務所で森林官として仕事をさせてもらった2年間，

非術にお世話になった，今は退職した営林署の造林係
碓た

長に鉈と二丁差しで買ってもらったもので，鉈のほう

はササヤブの山中で何度も何度も落としては買い換え

ていますが，鋸のほうは，さやがきっちり合っている

せいかなくしませんでした。小さめで使い勝手がよく，

それから毎日現場で活躍してきた代物です。いつまで

たっても目立て（手入れ）の技術が上達しない私のた

めに．ときどき現場の作業職員の衆が代わる代わる手

投
稿
募
集

本会会員の皆様の投稿をお待ちしています。

お問い合わせ，送付は下記までどうぞ。

〒102-0085東京都千代田区六番町7

（窓03-3261-6968）(社)日本林業技術協会 編集部

｢森林航測｣188号(今年度'号）
１
１

『
森
林
航
測
』
最
新
号
刊
行
の
ご
案
内

B5,24頁，年度3回刊，定価(本体570円十税)〒別

3号(1年度)分職読予約の場合は〒本会負担

・測地成果2000-西暦2000年，世界測地系への移行

・GISを用いた治山台帳データベースの作成

・平成11年度森林測量事業予算の概要

・高分解能衛星データの一般ユーザ向け配布

一光学センサー搭載IRS/

合成開口レーダ搭載RADARSAT

・デジタル時代のワンポイント地図学

4．ラスタ地図データのいろいろ(1)

。<緑の付せん紙〉自分でつかもう季節の森林
一手作りの自動撮影装置

・紋様百態天井川／里山の歴史(はげ山は，いま）

お求めは，紬日本林業技術協会事業部まで
FAXO3-3261-3044a03-3261-6969
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■
種
４
１
０
１
１
１

区 分 行事名 期．間 一津擢団j俸〆f会場z行事内容等
兵庫県素材生産業協同組合(aO78-371-0607)/"1U崎木材市場(穴粟郡
l11崎町須賀沢998)/優良木材を集荷･展示し,県産木材の良さの普及啓発
と利用促進を図る°
兵庫県(a078-341-7711)/神戸新聞松方ホール（神戸市中央区東川崎町
1-5-7)／農山村地域における資源の有効活朋と循環型社会に近づけるた
めの取り組み指針｢森のゼロエミッション構想｣の災現化に向けて周知を図る。

兵庫 第3回兵蹴県索材生座業協
同組合主雌優良木材特別記
念市
森のゼロエミッション・シ
ンポジウム

9．16

9．18〃

1 0月
＝‐・主催団体/会場/行事内容等区分 事名行 期間

静岡 第10回全図森林サミット
in天竜

天竜市･第10回全国森林サミットin天竜実行委員会（犬竜市腱林梛内査
0539-22-0031)/浜松アクトシテイ，浜松フォルテガーデン他／森林の砿
要性・保全の方競等について考え，その提‘蕾:を市政に生かしていく。
II幟少年野外教育振興財団(aOll-860-6851)/札幌ファクトリーホール／
野外教育･環境教育･森林環境教育の先進各国から活鋤家･研究稀をWIき，蝋
例発表やパネルディスカッションを実施
木と生活文化展99（姶良郡隼人町小ITI630a0995-42-1148)/木と生活
文化ミュージアム南風入館(同上)･KTSサテイギヤラリー(a0995-43
-7211)ill/全図のアーティスト･クラフトマンから厳避された作品を展示。
Ml~|本緑化センター（港区赤坂]-9-13三会堂ビル公03-3585-3561)/,fi
垣記念ホール（同ピル9階)／工場立地法の洲II1に蝦づき，腓究交流を活
発化するなど工場緑化を枇徽的に推進する。
l｣本木橋協会(a03-3519-5040)/岐｣河ilﾉ1ルネッサンスホテル／木材使
用のシンボルとしての近代木橋の洲及啓難。

全国建設労働組合総連合(a03-3200-6221)/金沢勤労者プラザ(金沢市
北安江3-2-20"076-221-7771)/背年技術者岡の技能向上を図る。
隔井県林政課造林グループ(aO776-21-1111内3127～28)/福井隈全
域／申し込み等は主催者にお問い合わせください｡優良柧淵,良質材生産
の造林技術を奨励し優良造林地等を表彰する。
みちのくこけし協会(冠023-脚1-1212内‘123)／大沼デパート6階雌瑚場
(I11形市七HIIIJ1-2-30)/「伝統こけし」「木地玩具」の鑑枇とその振興・
発展および技術の向上・観光客の誘致宣伝を図る。

㈹R本ネイチャーケーム協会(aO3-5376-2733)/全国衿地の公I珊等／詳
細は主催者にお問い合わせください

林道研究会(a03-3581-2288)/千代111区公会堂（千代川陸ﾉL段噛1-6-
17)／林道に関する技術の研究，悩報の発表、交換評。

10．1～3

北海道 野外敬育国際フォーラム
ill北海道

10．2～3

藩
唖
が
ザ
乱
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ご
列
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麓
璽
須
・
オ
動
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詞
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程
釜
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等
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桑
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遷
秀
句
一
昼
畢
竃
纂
画
垂
垂
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再
霊
厚
塗
夢
産
一
い
い
ト
ー
叩
，
咄
‐
，
遼
匿
瞬
唾
琵
即
囚
馴
画
劃
別
昇
Ｆ
卜
昼

鹿児島 水とﾉIIM文化腱'99 10.2～11．7

撫§
東京 "181111工場緑化惟進令睡l

大会

1.0.4

岐阜 近代水柵の現状と今後の展
蝋セミナー

全建総連第15111全剛附年
技能競技火会

平成11年晩造林IMI係コン
クール

1().5

1().5～7石川

福抑 10.15'～

12年4月下旬
域
浄
浄
銀
門
‐ 山 形 第19回みちのくこけしま

つり

10.16～18

全
東
国
京

"8M余国一汗1ｺ然とふれ
あうネイチャーケーム大会
第3511'l林道研究発炎会

10.17

10.19,～20

...‘星一-----,■_－－:王一一匹.一戸寛一奏一堯甲
T

…剰歌率_‘。X 幽一,－－．2全甲.弓君姜←一二L』▲ユ

|溌硫腸瀞1壗澗謄瀞 ’ |壗猟腸瀞’穂』蝋 粥認耐;鵜蔚競 壗猟謄瀞

演習林報告第79号

平成’0年'2月九州大学農学部附属演習林
ロ九州大学北海道淡習林におけるカラマツ根株の腐
朽（英文）大賀祥治

国シイタケ菌床か;らの二酸化炭素およびエチレンの

発生（英文）大賀祥治

国モリシマアカシアのタンニン及び樹皮から”生分

解性ポ:リウレクンフォームの合成縦文）鰯::．：
．“戈…進然

（第4報）

処理獄の強度性能
．噌 伊藤貴文，加藤慨二，西村興人

瞳高麗波力噸緋用乾燥法の実用化試験

郷鐡鯛:
::‘高濡波加熱併附乾燥法の乾燥特性と加熱効率に及
,竈’'9号'･弓唇.§号､､vp:･

栽儀訴溝弗永厚誉の影響…”‐

蕊蕊鰄鴬螂冷'諏中玲予,蝋蝋
溌難渉鐙箒識芽ズ整合姫有無によ溺加熱効率および
騨藷燥翻率の逓癖";:#》

蕊鷺職西康擶:小野広沿，沖中玲子,松山郷壯，
:｡謹識狐本康二j永田恒雄，児玉順一｡,斉藤武彦
腫末質織造建築物の接合板としてのスギ強化LVL
諺製造（第4報）

…:強化LVL接合板を用いたドリフトピン接合部の
実大曲げ型およびL型接合試験

中田欣作，杉本英明
ロスギ天然出絞次世代品種の育成

岡崎且，西川禎彦

林業試験場報告第28号‘

平成10年12月奈良県林業試験場":..;.．

p1､リカルボン酸処理による木材の寸法安定化

：(第1報）

カルボキシエチルチオコハク酸による処理

（第2報）
カルボキシエチルチオコハク酸およびそのナトリ

ウム塩による処理

（第3報）

触媒添加および反応時間延長の効果

★ここに紹介する涜料は市販されていないものです。必要な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします。
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で
す
。
新
米
は
、
イ
ン
デ
ィ
カ
米
で
も

少
々
〃
粘
り
″
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ

が
カ
レ
ー
風
料
理
を
〃
手
″
で
食
べ
る

際
に
食
味
を
落
と
す
原
因
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
罰
。

肉
類
は
、
輸
入
冷
凍
品
が
カ
ト
マ
ン

ズ
に
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
カ
ラ
で
は
豚

と

と
水
牛
は
早
朝
に
屠
殺
さ
れ
た
も
の
が

ブ
ロ
ッ
ク
で
売
っ
て
い
ま
す
。
山
羊
と

鶏
は
生
き
た
ま
ま
と
処
理
さ
れ
た
も
の

の
両
方
で
す
。
牛
は
宗
教
上
の
理
由
か

ら
販
売
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
魚
瓶
は
専

ら
カ
ト
マ
ン
ズ
の
冷
凍
食
品
で
す
。

加
工
食
品
に
つ
い
て
は
、
牛
乳
の
と

こ
ろ
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
件
は
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れ
ま
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た
が
、
そ
の
ほ
か
に
豆
腐
、
パ
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納

豆
作
り
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励
み
ま
し
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物
が
な
い
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い
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〃
ニ
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れ
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自
ら
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い
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行
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へ
と
駆
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て
た
よ
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〔
食
事
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前
回
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れ
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よ
う
に
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食
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毒
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危
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高
ま
る
雨
季
に
ポ
カ

ラ
で
外
食
す
る
こ
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、
一
種
の
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険

で
も
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想
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専

門
家
た
る
者
は
、
そ
れ
な
り
に
〃
外
地
″

勤
務
手
当
を
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で

す
の
で
、
自
ら
の
体
力
を
維
持
し
、
健

康
管
理
に
努
め
る
こ
と
が
専
門
家
と
し

て
の
第
一
条
件
（
初
期
設
定
か
な
）
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
観
点
か
ら

も
、
こ
の
時
期
の
外
食
は
危
険
で
し
た
。

食
中
毒
や
赤
痢
に
か
か
っ
て
苦
し
ん
だ

隊
員
、
専
門
家
は
結
構
い
ま
す
。

出
張
者
、
専
門
家
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
隊
員▲自宅でのパン作り教室(生徒はJOCV隊員）

等
を
食
事
で
も
て
な
す
と
な
り
ま
す
と
、

専
ら
自
宅
に
招
待
し
て
、
ふ
だ
ん
不
足

し
が
ち
な
肉
・
魚
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

自
家
菜
園
の
新
鮮
な
野
菜
を
ベ
ー
ス
と

し
た
外
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
生
野
菜
の

サ
ラ
ダ
な
ど
の
家
内
の
手
料
理
に
、

時
々
私
の
手
作
り
デ
ザ
ー
ト
類
（
ネ
パ

ー
ル
で
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
パ
ン
、

ョ
－
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
に
プ
デ

ィ
ン
グ
で
し
た
）
に
て
、
も
て
な
す
こ

と
と
な
り
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
で
は
今
で
も
一
Ｈ
二
食
の

食
生
活
で
す
。
朝
暗
い
と
き
か
ら
、
水

く
み
、
家
畜
の
世
話
を
こ
な
し
な
が
ら
、

朝
の
八
時
ご
ろ
に
朝
食
を
取
り
ま
す
。

二
回
目
の
食
事
は
夜
の
八
時
ご
ろ
に

な
り
ま
す
。
朝
食
、
夕
食
と
い
っ
て
も

基
本
的
に
は
同
じ
よ
う
な
内
容
で
す
。

ご
飯
、
豆
の
ス
ー
プ
、
漬
け
物
に
野
菜

が
あ
れ
ば
カ
レ
ー
味
の
野
菜
妙
め
と
い

っ
た
内
容
で
す
。
こ
れ
に
肉
の
一
品
が

入
れ
ば
お
祭
り
の
ご
ち
そ
う
で
す
。
食

堂
や
宿
屋
で
の
〃
定
食
〃
は
ご
飯
の
お

代
わ
り
が
自
由
で
し
て
、
隊
員
は
よ
く

山
礁
り
に
な
っ
た
ご
飯
を
お
代
わ
り
し

て
い
ま
し
た
。

夕
食
が
終
わ
り
片
付
け
の
後
は
睡
眠

で
す
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
睡
眠
中
に
「
空

腹
で
目
が
覚
め
る
」
こ
と
が
最
も
惨
め

な
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
て
、

一一一一一一一一一一÷舎舎一一争一一一一■一一写守守=■■●｡■つ｡~~写｡写早口=●｡｡‐一一一一一一一一=、争凸凸.‐~一一一→一一一一一一~一~一一→宅一一一一､W

l1）皮が堅いことの理由は．ミバエ等の攻撃に抵抗するためです。また，ネパールで↓
・の“おかず”料理の材料は“形”が残るものでなければならないようで，ジヤガイ，

Iモやタマネギも，いくら煮ても煮崩れしないものが求められているようです。カリ｜
;フラワーが好まれ，ブロッコリーが流通していないのも，後者は煮崩れするからの’
;ようです。2）ナスのへ夕やツルを捨てないのも，大事にするということに加え｜
:て，“形"が残るようにという理由もあるかもしれません。3）鶏はローカル種(いI

Iわゆる地鶏）と改良種とが飼育されていますが，ローカル種の卵は改良種のものに’
1比べて，やや小さいながらも黄身が相対的に大きく（割合が高い)，しかも黄身･白｜
|身ともに弾力があり盛り上がっています。4)ヨーグルト作りのためには,まず近」
|くの農家で最近出産した雌牛を探さなければなりません。牛の乳房を洗ってから搾，

|乳する（そうしないと牛乳に牛の糞の粉が混ざってしまいます）ということを教え｜
|るのにも数カ月かかりました。なお，ヨーグルト菌は日本で調達したフリーズドラI
'イの製品でした。5）余談ですが，インディカ米の新米はこの粘りがあるため,わ：
|れわれ日本人が食べますと「結構いける」味です。

皆
さ
ん
す
ぐ
寝
て
し
ま
い
ま
す
。

山
間
部
の
住
民
に
は
見
か
け
ま
せ
ん

が
、
都
市
部
の
中
年
男
女
は
〃
出
っ
腹
″

が
多
い
よ
う
で
し
て
、
こ
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
も
原
因
が
あ
り
そ
う
で
す
。

加
え
て
ヒ
ン
ズ
ー
教
圏
で
は
、
女
性
が

身
に
着
け
る
サ
リ
ー
の
布
の
間
か
ら
、

こ
の
〃
た
る
ん
だ
脇
腹
″
が
見
え
隠
れ

す
る
こ
と
が
〃
セ
ク
シ
ー
″
で
あ
り
、

ご
主
人
の
〃
甲
斐
性
″
の
あ
か
し
で
も

あ
る
そ
う
で
す
。

③－林業技術No.6901999.9



〔
食
料
調
達
】
カ
ト
マ
ン
ズ
に
は
、
い

わ
ば
外
国
人
専
用
の
〃
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
″
も
あ
り
ま
す
し
、
野
菜
・
肉
．

魚
市
場
も
い
く
つ
か
あ
り
、
日
本
人
、

韓
国
人
、
そ
し
て
中
国
人
が
ほ
し
い
野

菜
等
も
近
郊
の
膿
家
が
作
付
け
し
、
常

時
販
売
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ポ
カ
ラ
で
は
最
低
限
の
野
菜
、

例
え
ば
タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ

ン
ジ
ン
、
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
唐

辛
子
の
よ
う
な
も
の
は
売
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
も
雨
季
の
末
期
に
は
極
端
に

品
ぞ
ろ
え
お
よ
び
そ
の
品
質
が
低
下
し

ま
す
。
ま
た
、
野
菜
自
体
の
皮
が
堅
く
、

煮
て
も
形
が
崩
れ
な
い
も
の
ｎ
が
多
く
、

な
か
な
か
生
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
も
の

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
ポ
カ
ラ
の
わ
が
家
で
は
、
家

の
前
の
３
ア
ー
ル
ほ
ど
の
畑
を
借
り
受

け
て
日
本
の
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

長
ネ
ギ
、
ニ
ラ
、
オ
ク
ラ
、
レ
タ
ス
、

ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ダ
イ
コ
ン
、
ナ

ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
、
ホ
ウ

レ
ン
草
、
小
松
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
リ

フ
ラ
ワ
ー
、
サ
サ
ゲ
豆
、
キ
ヌ
サ
ヤ
・

エ
ン
ド
ウ
、
ト
マ
ト
、
タ
マ
ネ
ギ
、
枝

豆
等
を
作
付
け
し
て
い
ま
し
た
。

野
菜
は
主
に
わ
が
家
で
の
食
事
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ポ
カ
ラ
在
住
の
専
門
家
、

出
張
者
へ
の
食
事
に
供
さ
れ
る
わ
け
で

す
が
、
自
分
の
現
場
出
張
の
際
に
Ｊ
Ｏ

Ｃ
Ｖ
隊
員
へ
の
手
土
産
兼
食
事
の
お
か

ず
の
材
料
と
し
て
も
不
可
欠
で
し
た
。

現
場
ま
で
運
ん
だ
野
菜
の
う
ち
、
長
ネ

ギ
や
オ
ク
ラ
は
特
に
評
判
で
し
て
、
Ｊ

Ｏ
Ｃ
Ｖ
隊
員
は
、
私
よ
り
も
一
緒
に
来

る
で
あ
ろ
う
〃
野
菜
″
や
そ
の
他
の
雑

貨
類
の
到
着
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
あ
る
女
性
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
隊
員
に

は
、
「
リ
ー
ダ
ー
、
そ
ろ
そ
ろ
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
が
底
を
つ
き
ま
す
の
で
、

出
張
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
職
ま
れ

た
も
の
で
し
た
。

野
菜
を
持
参
し
て
感
心
さ
せ
ら
れ
る

の
は
、
調
理
し
て
く
れ
る
隊
員
の
下
宿

や
宿
屋
の
女
将
さ
ん
が
、
野
菜
を
本
当

に
い
と
お
し
い
よ
う
に
扱
い
、
芯
ま
で

料
理
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
一
度
ナ

ス
を
持
参
し
た
と
き
な
ど
は
、
ナ
ス
の

皮
は
当
然
の
こ
と
、
〃
へ
夕
〃
や
〃
ツ
ル
〃

ま
で
も
一
緒
に
調
理
し
て
出
し
て
く
れ

ま
し
た
幻
。
一
緒
に
食
べ
た
宿
屋
の
親

父
や
隊
員
は
、
そ
の
ツ
ル
を
手
に
持
っ

て
何
度
も
し
ご
い
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
卵
に
つ
い
て
も
新
鮮
な
も

の
が
市
場
で
入
手
で
き
な
い
た
め
、
常

時
十
羽
程
度
の
地
鶏
鋤
を
飼
っ
て
い
ま

し
た
。
牛
乳
は
、
こ
れ
ま
た
近
く
の
農

家
と
契
約
し
ま
し
て
、
毎
朝
五
○
○
“

届
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
ョ
－
グ
ル
ト

擬
騨
溌
薫
撫
’
：
獄
・
“
ゞ
〆
謹

蝿
一
蹴
擬
勢

群
業
嚥

奔
赫
《
…

》
鋤
鋤
《
剛
，
》
桐
如
刊
１
一

鑑
蕊
識
慰
、
｜
》
》
雲
一
一

一
、
称
協
課

朴
糞
郷

一
’一

一
■
口
口

酎
諦

韓

一
ｆ一

一
癖
一
瀧
《
一
驚
》
鋪
職
ゞ

ぞ
《
呼
竿
型
飼
舜
確
蠅
．
押
軍
・
鏡
準
線
率
》
舟
・
叩
辛
麩

瀞
Ｅ
↑
＊
■
卿
”
蝿
↓
・
霧
篭
準
簿
滞
＊

一
軸
■
一｛
昨
岬
懲
騨
挙
溌

に
加
工
す
る
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し

て
い
ま
し
た
り

お
米
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
近
郊
に
日
本

人
の
女
性
が
嫁
い
で
い
る
農
家
が
あ
り
、

か
い

長
年
の
苦
労
の
甲
斐
あ
っ
て
日
本
米
を

作
付
け
し
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
の
お
米

を
カ
ト
マ
ン
ズ
で
調
達
し
て
い
ま
し
た
。

食
味
に
関
し
て
で
す
が
、
ど
う
も
収

も
み
寸

穫
後
処
理
、
つ
ま
り
乾
燥
、
脱
穀
、
籾
摺

り
、
精
米
等
の
処
理
が
日
本
の
技
術
と

は
異
な
り
ま
す
の
で
、
炊
き
た
て
は
結

浸薪･澗仏>・蔵勿〈勤務哩万鑿

樅
美
味
し
い
の
で
す
が
、
冷
め
る
と
途

端
に
食
味
が
低
下
し
ま
す
。
特
に
〃
お

に
ぎ
り
″
に
す
る
と
は
っ
き
り
し
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
人
は
イ
ン
デ
ィ
カ
米
を
主

食
に
し
て
い
ま
し
て
、
家
内
が
新
米
の

出
回
る
時
期
に
使
用
人
に
〃
句
の
も
の
〃

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
米
屋
で
職
入

し
て
い
ま
す
と
、
そ
ば
に
付
い
て
い
た

運
転
手
が
け
げ
ん
な
顔
を
す
る
の
で
家

内
が
質
問
し
ま
し
た
ら
、
「
マ
ダ
ム
、
せ

っ
か
く
買
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
〃
古
米
“
を
買
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」

と
の
返
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
実
際
に

米
屋
の
店
先
の
値
段
を
比
べ
て
み
ま
す

と
、
古
米
が
新
米
よ
り
高
か
っ
た
そ
う

▲自宅の家庭菜園
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無軌道な若者だけではない。伝統的な｢担ぎねぶた」

を復活させた市内の高校生たち。今年から市民によ
る「1人担ぎねぶた」も登場

ぐ

ら
で
あ
る
。
台
車
は
、
ね
ぶ
た
込
み
で
総
重
量
約
四

ト
ン
。
車
輪
は
大
型
車
用
の
タ
イ
ヤ
が
一
対
。
こ
れ

は
小
回
り
が
利
き
や
す
い
こ
と
に
よ
る
が
、
若
者
の

引
き
手
二
十
人
で
も
よ
う
や
く
動
く
ほ
ど
重
い
。

●
運
行
の
実
際
と
課
題

先
月
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ね
ぶ
た
運
行
コ
ー
ス

の
半
分
は
国
道
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス
問
題
は
、
毎

年
ホ
ッ
ト
な
話
題
と
な
る
。
商
店
街
は
、
ね
ぶ
た
が

通
る
か
ど
う
か
で
売
り
上
げ
が
増
減
す
る
の
で
、
経

由
地
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
ツ
ア
ー
観
光
客
を
率
い
旅
程
を
急
ぐ
旅
行
業
者

の
「
早
く
ね
ぶ
た
を
見
た
い
」
と
い
う
要
請
、
ま
た
、

国
道
の
占
用
時
間
を
で
き
る
だ
け
短
縮
さ
せ
た
い
交

通
規
制
当
局
の
意
向
を
受
け
て
、
出
発
点
を
二
つ
に

分
け
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
運
行
コ
ー
ス
を
待
機
場
所

に
変
更
し
た
り
と
い
っ
た
具
合
だ
ｃ

さ
．
て
、
最
近
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
残
念
な
例

が
あ
る
。
ね
ぶ
た
運
行
に
対
す
る
暴
走
族
も
し
く
は

さ
．
て
、
最
近
、
社
会
問
題
化

が
あ
る
。
ね
ぶ
た
運
行
に
対
す

そ
れ
ま
が
い
の
連
中
に
よ
る
妨

害
や
、
傷
害
事
件
の
発
生
で
あ

る
。
一
九
九
二
年
の
祭
り
初
日

E

■
匂

巳

●

ワワ

仏
や
し
か
た

に
は
、
嗽
子
方
が
運
行
中
に
重
傷
を
負
う
事
件
が
発

生
。
首
謀
者
は
懲
役
一
年
の
実
刑
に
処
さ
れ
て
い
る
。

彼
ら
は
、
特
攻
服
・
ダ
ボ
シ
ャ
ッ
な
ど
を
着
て
、
伝

統
的
ね
ぶ
た
衣
装
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
風
体
で
参

加
？
彼
ら
は
、
着
衣
の
色
が
黒
中
心
で
あ
る
こ
と

か
ら
「
カ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
観
光
客
の
中

に
は
、
そ
の
数
の
多
さ
か
ら
彼
ら
の
着
衣
が
正
当
ね

ぶ
た
衣
装
と
勘
違
い
す
る
人
も
数
多
く
出
る
始
末
だ
。

こ
の
現
象
は
新
た
な
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

青
森
ね
ぶ
た
祭
り
は
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
）

年
に
、
「
国
指
定
・
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
と
な
っ

た
。
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
と
、
「
演
劇
、
音
楽
、
工

芸
技
術
そ
の
他
の
無
形
の
文
化
所
産
で
我
が
国
に
と

っ
て
歴
史
上
ま
た
は
芸
術
上
の
価
値
の
高
い
も
の
」

の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
重
要
無
形
文
化
財
に
指

定
で
き
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
法
は
、
地
方
公

共
団
体
、
国
民
・
所
有
者
を
は
じ
め
、
関
係
者
は
国

民
的
財
産
を
自
覚
し
、
公
共
の
た
め
に
大
切
に
保
存

▲ハネトたち。花笠を着けて正装。彼らがいる
かぎり祭りの伝統は守られる(柳町通りで）

す
る
こ
と
、
と
規
定
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
指
定
さ
れ
た

側
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ね
ぶ

た
祭
り
に
関
す
る
諸
々
の
様

式
、
衣
装
も
含
め
て
そ
れ
ら

を
遵
守
す
る
こ
と
を
要
請
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
今
、
〃
カ
ラ
ス
〃
の

増
大
で
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
。

国
家
（
文
部
省
）
か
ら
お
墨

付
き
を
も
ら
い
、
そ
れ
で
メ

デ
タ
シ
メ
デ
タ
シ
で
は
な
い
。

む
し
ろ
逆
だ
。
文
化
財
指
定

は
、
そ
の
価
値
の
運
用
の
終
わ
り
で
は
な
く
、
始
ま

り
な
の
で
あ
る
。
現
代
に
お
け
る
「
伝
統
」
と
は
何

か
を
、
も
う
一
度
探
る
必
要
が
あ
る
。

〃
カ
ラ
ス
〃
た
ち
は
、
ハ
ネ
ト
集
団
の
中
で
花
火
を

打
ち
上
げ
た
り
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
吹
き
鳴
ら
し
て
雌

子
を
妨
害
す
る
一
方
、
運
行
関
係
者
の
制
止
に
対
し

て
は
逆
に
畢
行
を
加
え
る
な
ど
の
無
軌
道
ぶ
り
。
だ

が
、
「
祭
り
は
も
と
も
と
無
礼
講
」
、
「
ア
ナ
キ
ー
（
無

政
府
状
態
）
で
当
た
り
前
」
と
彼
ら
を
容
認
す
る
か

の
よ
う
な
発
言
を
す
る
者
も
い
る
。
識
者
と
称
さ
れ

る
彼
ら
は
、
自
ら
祭
り
の
最
前
線
に
出
る
こ
と
も
な

く
、
安
全
な
場
所
か
ら
の
み
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
が
、

〃
識
者
〃
の
常
識
は
運
行
関
係
者
に
と
っ
て
は
非
常
識

で
し
か
な
い
。

確
か
に
、
祭
り
の
シ
ュ
テ
イ
ー
ル
（
様
式
）
は
時

代
と
と
も
に
変
容
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

時
の
流
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
新
し
い
祭
り
、
例
え
ば

北
海
道
で
興
隆
し
始
め
て
い
る
が
、
〃
地
場
と
他
所
を

融
合
さ
せ
た
創
作
祭
り
″
な
ど
を
産
み
州
す
。

し
か
し
、
祭
り
の
変
容
と
い
う
も
の
は
、
市
民
総

意
に
基
づ
い
た
も
の
か
、
特
定
の
者
た
ち
の
窓
意
に

よ
る
も
の
か
、
他
人
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
た
も

の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
関
す
る
総
合
的
な
見
極
め

が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
に
お
い
て
は
、
ハ
ネ
ト

は
ど
の
団
体
の
ね
ぶ
た
に
も
自
由
参
加
を
建
前
と
す

る
。
だ
が
、
一
台
当
た
り
二
千
人
と
も
三
千
人
と
も

い
わ
れ
る
ハ
ネ
ト
の
中
に
は
、
市
外
か
ら
や
っ
て
く

る
「
ふ
る
さ
と
の
祭
り
へ
の
帰
属
性
の
薄
い
流
れ
ハ

ネ
ト
」
や
「
カ
ラ
ス
集
団
」
が
混
在
、
こ
の
こ
と
が

祭
り
運
営
の
難
し
さ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
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●
ね
ぶ
た
の
製
作
工
程

ろ
う

ね
ぶ
た
は
巨
大
な
人
形
灯
篭
の

一
種
で
あ
る
。
か
っ
て
は
、
木
に

竹
を
接
ぎ
、
そ
の
上
に
紙
を
貼
り
、

ろ
う
そ
く

内
側
に
蝋
燭
を
と
も
し
た
。
現
在

で
は
、
竹
は
針
金
に
、
蝋
燭
は
電

球
に
代
わ
っ
て
い
る
。

ね
ぶ
た
小
屋
は
工
作
教
室
の
よ

う
な
も
の
だ
。
大
工
道
具
、
山
積

み
さ
れ
た
電
球
の
箱
、
百
メ
ー
ト

ル
巻
き
ド
ラ
ム
の
被
覆
電
線
、
缶

入
り
の
水
性
顔
料
、
奉
書
紙
の
束
、

角
材
。
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
が
工

程
ご
と
に
や
っ
て
く
る
出
番
を
待

っ
て
い
る
。

工
程
に
入
る
。
ね
ぶ
た
は
タ
ル

キ
大
の
角
材
で
支
柱
的
な
骨
格
を

作
り
、
加
番
の
針
金
で
フ
ォ
ル
ム

を
作
っ
て
ゆ
く
。
ね
ぶ
た
師
は
、

針
金
を
自
在
に
操
っ
て
曲
線
を
作

り
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
技
に

よ
り
、
何
も
な
い
空
間
に
〃
三
次

元
立
体
画
像
″
で
あ
る
ね
ぶ
た
を

創
出
し
て
ゆ
く
。
ね
ぶ
た
は
夜
間

運
行
の
た
め
、
ね
ぶ
た
本
体
の
中

に
は
五
○
○
～
八
○
○
個
の
電
球

が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
電
源

は
四
○
○
○
～
六
○
○
○
“
デ
ィ

ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
自
家
発

電
機
だ
。

照
明
作
業
が
終
わ
る
と
、
い
よ

い
よ
純
白
の
奉
書
紙
が
貼
ら
れ
る
。
こ
れ
に
費
や
す

期
間
は
十
日
ほ
ど
。
市
民
グ
ル
ー
プ
の
ね
ぶ
た
小
屋

の
前
に
は
、
「
主
役
は
市
民
の
あ
な
た
」
と
、
紙
貼
り

参
加
や
カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
る
看
板
が
立
つ
。

昼
食
時
に
小
屋
を
訪
ね
る
と
、
近
く
の
ね
ぶ
た
小

屋
か
ら
ね
ぶ
た
師
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ベ
テ
ラ
ン
の
製

作
技
能
集
団
の
女
性
た
ち
が
集
ま
り
、
和
や
か
に
一

緒
に
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
。
私
も
お
茶
に
誘
わ
れ
る
。

話
題
は
「
台
上
げ
」
の
日
程
だ
。
台
上
げ
と
は
、
完

成
し
た
ね
ぶ
た
を
引
き
車
で
あ
る
台
車
に
載
せ
る
こ

と
を
い
う
ｃ
「
そ
の
日
は
友
引
よ
・
大
安
は
い
つ
？
」

吉
日
を
選
ん
で
挙
行
さ
れ
る
の
が
通
例
だ
。

●
書
き
割
り
を
巡
っ
て

製
作
工
程
で
重
要
な
も
の
は
、
「
害
き
割
り
」
と
「
ロ

ウ
引
き
」
で
あ
る
。
前
者
は
、
彩
色
の
前
に
盤
で
輪

郭
を
つ
け
る
こ
と
を
い
う
。
特
に
難
し
い
の
は
面

（
顔
）
で
あ
る
。
「
画
龍
点
備
を
欠
く
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
筆
さ
ば
き
一
つ
で
ね
ぶ
た
の
生
死
が
決

ま
る
。
ね
ぶ
た
師
の
魂
が
凝
縮
す
る
瞬
間
で
あ
る
。

空
間
に
踊
る
オ
ブ
ジ
ェ
を
創
出
す
る
た
め
の
一
瞬
の

ア
ー
ト
。

以
前
「
ね
ぶ
た
名
人
位
」
保
持
者
の
鹿
内
一
生
さ
ん

が
、
ま
さ
に
ね
ぶ
た
の
主
人
公
の
顔
に
目
を
入
れ
る

場
面
に
出
く
わ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ね
ぶ
た
の
外

観
が
で
き
上
が
っ
て
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
く
ら
い

狭
く
な
っ
た
小
屋
。
そ
こ
に
、
抜
き
身
を
構
え
合
っ

た
武
士
同
士
に
も
似
た
緊
迫
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

真
っ
白
な
面
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
名
人
は
、
紙

に
墨
を
含
ま
せ
よ
う
と
歩
み
を
進
め
た
。
し
か
し
、

一
刹
那
、
動
か
し
か
け
た
腕
を
引
い
た
。

動
か
ら
静
へ
、
し
ば
し
熟
考
へ
の
沈
黙
が
流
れ
た

後
、
つ
い
つ
と
名
人
は
進
み
、
さ
っ
と
墨
を
引
き
、

弟
子
に
次
の
工
程
で
あ
る
着
色
を
指
示
。
夏
の
暑
い

日
に
さ
ら
さ
れ
て
サ
ウ
ナ
の
よ
う
に
な
っ
た
小
屋
を

出
て
い
っ
た
。
凍
り
つ
い
た
川
が
ブ
レ
イ
ク
し
た
よ

う
な
動
き
が
小
屋
に
戻
っ
た
。
私
は
び
っ
し
ょ
り
と

汗
を
か
い
て
い
た
。
後
世
に
残
る
名
勝
負
の
場
面
に

立
ち
会
っ
た
喜
び
が
あ
っ
た
。
そ
の
名
人
も
今
は
鬼

総
に
入
っ
て
し
ま
い
、
伝
説
の
ね
ぶ
た
師
が
ま
た
一

人
消
え
た
。

ね
ぶ
た
は
ご
承
知
の
よ
う
に
極
彩
色
で
あ
る
。
色

と
色
が
接
す
る
部
分
は
、
に
じ
み
を
防
ぐ
た
め
、
あ

る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
工
夫
と
は
境
界
部

分
に
ロ
ウ
を
引
く
の
で
あ
る
。
今
と
な
れ
ば
コ
ロ
ン

ブ
ス
の
卵
で
あ
ろ
う
が
、
ロ
ウ
引
き
技
法
の
発
見
当

時
は
、
い
わ
ば
一
子
相
伝
に
も
似
た
〃
秘
中
の
秘
″

で
あ
っ
た
に
速
い
な
い
。
今
は
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
使

用
し
て
い
る
が
、
以
前
は
小
屋
の
前
を
通
る
と
ロ
ウ

と

の
融
け
る
臭
い
が
し
、
中
を
見
な
く
と
も
製
作
段
階

を
察
知
で
き
、
製
作
も
い
よ
い
よ
佳
境
に
入
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

筆
や
エ
ア
ブ
ラ
シ
で
色
付
け
が
始
ま
る
と
、
墨
絵

の
世
界
か
ら
色
彩
豊
か
な
勇
壮
な
ね
ぶ
た
が
し
だ
い

に
存
在
感
を
誇
示
し
始
め
、
運
行
時
に
見
る
ね
ぶ
た

に
近
い
も
の
と
な
る
。
日
々
違
っ
た
造
形
が
み
る
み

る
で
き
上
が
っ
て
ゆ
く
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
私

の
ね
ぶ
た
小
屋
に
行
く
回
数
も
増
え
る
。

彩
色
が
完
成
し
、
七
月
下
旬
に
も
な
る
と
、
二
十

人
以
上
の
人
手
に
よ
る
「
台
上
げ
」
と
い
う
大
作
業

が
あ
る
。
台
上
げ
は
、
ね
ぶ
た
製
作
の
大
き
な
節
目

で
あ
る
。
ね
ぶ
た
本
体
を
台
車
に
載
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
ね
ぶ
た
が
静
体
か
ら
〃
動
体
″
に
変
貌
す
る
か
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型
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る。もっとわからない場合は休眠

期の芽の位置に着目した生活型で

分類して，まとめる場合もある。

ところで私は，初めて高知県の

海岸沿いの常緑広葉樹林に入った

ときに驚いた。どれも同じような

形の木ばかりではないか。それま

で歩いていた亜高山帯の，隣の木

い：
桜井

生

何

r
ハノー、 少

とか

・
盆
国
‐
悪
唾
試
四
ｒ
‐
勘
嘉
需
缶
‐
卜
・
阻
嘱
ｍ
↑
。
毎
．
‐
恥
睡
芋
浦
幸
路
寺
歓
坤
や
晶
冷
．

とはこんなにも違うのだと，｜つ

｜つがしっかり自己主張をしてい

るはっきりした植生とは似ても似

つかない。どれが何カシで，どれ

が何シイで，何ハイノキで，ホル

トノキで，ボロボロノキで，モク

タチバナで…。違う形の葉を見つ

けても，同じ種類だというし，同

じような葉を見せると違う種だと

いうし－．･タイミンタチバナとイ

ヌマキの区別さえつかなかった。

日本の暖帯で，こうである。熱帯

ではもっと難しい。

ラウンケアというデンマークの

学者は生態学の先達であり，生活

型という分類法を考え出した。成

高知大の教授だった山中さんは

分類学の泰斗である。その山中さ

んから，生態学者はスゴイ，分類

学者にもわからないメバエや幼植

物までも，その場で同定してしま

う，と言われた。いえ，とんでも

ない。生態調査ではそこに生えて

いる植物が何であるか記載するこ

とが基本である。だからといって，

生えてくるものがメバエでもわか

るということは，普通はない。で

も同定してしまうのは，実はその

ような場所に何度も通っていて，

そこに生えている植物のほとんど

をすでに知っているからである。

知っているもののメバエなら，お

およそ見当がつく。でも自信がな

い者は，そのメバエを掘って持ち

帰って成長させてみたり，後日再

訪して確認したり，地道な努力を

しているのである。さらにこうも

言われた｡野帳を持って,同行の土

地の人や営林署の職員に，あの木

の名前は何だ？と聞いて，教えて

もらった名前を基に論文を書いて

しまう。いえ，あの木の名前を知ら

ないときの最初の反応はそうです

が,その後も確認を続けるし，とり

あえずの名前を記載して持ち帰っ

たサンプルから確認をするのであ
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； ▼プレカットエ場数およびプレカットのシェアの推移
国産材製材品の流通は，製材工

工場 場から製品市場へ出荷されるもの，

大工・工務店などの需要者に直接

販売されるもの，木材販売業者を

介して需要者に販売されるものな

どがある。また，近年は，製材品

の安定取引を求める大手住宅メー

カーと製材工場との直接取引やプ

レカットエ場から建築業者へのプ

レカット部材の直送なども増加し

ている。

プレカットとは，木造軸組工法

住宅の柱，梁土台等の接合部を
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9年平成元 87

；資料：全国木造住宅機械ブレカット協会資料

注＃プレカットのシェアは，木造軸組工法の新設着工戸数のうち，機械プレカット
加工部材を用いて建築されたものの比率である。

事一畢一△．拝r､式.…毎ロー古毎巍蒔壷奔晶

あらかじめ工場で機械により加エ

処理するものであり，全国木造住
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長する芽の位置に着目したもので

ある。もちろん，高木であるか低

木であるか，常緑であるか落葉で

あるかも重要な要素であって，こ

の方法はたとえ名前がわからなく

ても植物社会を理解し説明するの

に大いに役立った。

ところで，木材を利用する立場

から言うと，材質や樹木に含まれ

ている成分が重要である。このた

めにはもう少し種レベルの分類を

しっかりしなければならない。と

いうわけで，同行してくれた現地

の人に聞いて，教えてもらった名

前を基に報告を書いてしまったこ

とがない，とは言い切れない。そ

の後同じ場所を訪れるたびに，先

に付けた名前が間違っていること

に気付いて，そっと書き直すこと

があるという経験を持っている方

は多いんじゃあないでしょうか。

鶴電

！
わが愚息が，中学三年生のときに誓いた「地球

環境と私」という小論文なるものを偶然に見つけ

て読む機会があった。

その要旨は，将来の夢の1つに砂漠を緑化させ

ることとあり，自然の中にいると心地よく，ゆっ

くりと休むことができる，としている。しかし，

熱帯雨林の伐採，砂漠化，オゾンホールなど，人

間は地球のルールから大きくはみ出し，ゆっくり

と休息できる所がどんどん少なくなってきている

と前段で述べている。

中段では，どうすれば森を守れるのか。ただ｢森
忠

を伐るな」と叫ぶだけでは，木材を輸出している

人々に，生活をするな！と言っているようなもの

で解決策ではないとし，いちばん良い方法は，木

を植えるなど，その土地や気候に適した農業や林

業を取り入れ，国際的に協力し合って保護活動を

進めていくことが必要であるとしている。

地球の環境は，空気，水，土，植物などさまざ

まなものがまとまってできている。人間は，この

まとまりや全体とどんなふうに付き合っていくか

をしっかりと考えなければいけないとしている。

後段では，「自分にできることは何だろう」と真

剣に考え，どんな小さなことでも，何かを始め，

続けることが大切である。人間は工夫ができる生

命なのだから，地球のルールにうまく溶け込み，

地球の中での人間の役割，地球にどんな恩返しが

できるのかを見つけ，実行していかなければなら

ないと述べている。

いよいよ21世紀，新たな時代に向け，森林･林

業行政に携わる者の子供に，親バカではあるが，

砂漠を緑化するために頑張れよ，と思うのである。

たとえ，はかない夢で終わろうと，初心忘れるべ

からずである。

(A生）

(さくらいしょうぶ／

林野庁研究普及課首席研究企画官）

宅機械ブレカット協会の調べによ

ると，プレカットエ場数は年々増

加しており，平成9年末のプレカ

ツトエ場数は平成元年の2．3倍の

881工場となっている。また,木造

軸組工法住宅の新設着工戸数の4

割はプレカット部材を用いて建築

されていると見られる。

大工技能者の減少・高齢化が進

み，住宅建築の施工期間の短縮が

望まれる中で，プレカット業へは

建築業のほか木材流通業，製材業

等多様な業態からの参入が見られ

る。プレカット化の進展は，加工

から住宅建築に至る材の流れを短

絡化・緊密化し，住宅建築の低コ

スト化・合理化を促進するものと

して期待される。
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#樹木壜制度が平成3年に発足し
：て以来,毎年80名近い樹木医が認
定され，文化的価値のある巨木・

古木等の樹勢回復・保全に活躍す

る姿がマスコミにも取り上げられ，

f樹木医の社会的認知が進みつつあ
.：

；る｡一方'森林.樹木の保全を図
、る総合科学としての樹木医学を発

i展させるために,樹木学,生還．
｜生態学，土壌学，樹病学，昆虫学

の研究者や実務者等が結集して，

､このように，わが国において樹

I木医学への関心が高まるなかで，
＝学……………､．＝＝、‐gBFF。一一弱…

本
の
紹
介Ｉ

鈴木和夫編著

樹木医学
発行所：朝倉書店

〒162-8707東京都新宿区新小川町6-29

窓03(3260)0141

1999年7月10日発行A5判,325頁

定価（本体6,400円十税）
T琴子了二言ご塞翌三三＝

待望されていた本格的な教科書がの生育環境（土壌，気象，微生物

ここに出版されたことは，まこととの共生)，樹木医学の基礎（病

に時機を得たもので喜ばしい。本害，発病機構，腐朽病害，虫害，

書は序論(樹木医学とその意義森外科手術),天然記念物と樹木の保

林の形成と分布，世界的樹木流行全（樹木と天然記念物，樹木の保

病)，樹木の形態と機能(樹木の特全）の5章から成っている。本文

徴，構造と機能，生理生態)，樹木の執筆者'3名とコラム執筆者'2
…一局…輔'』F・・…霊…巽塞一群・~一号垂一窓ド盤．.._まで藝蕊畢璽亨冒…逗搦時一m且､捨出輻露……－？…！

て，こうした考えが一層強まって，

国土美化運動などが生じています。I
しかしながら,19世紀における運

動は自然自体が持つ価値で自然を

評価するのではなく，人間のため

に愛護すべき対象としてみなす人

間中心の見方にとどまっていまし

た。

20世紀に入ると，市民層を中心’

として,景観はその美しさのゆえ｜
に守られなければならないと主張噂

する郷土保護連盟の運動が生じ，；
国民的支持を獲得します。また，‘

それまで環境保護とはかかわりの｜
なかった労働者層も自然の中での’一

自由なレクリエーション活動を要

求し始めて，都市周辺における森

林の保護と自由な立ち入りを求め

ました。さらに，田園の風景美を

本
の
紹
介
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J・ヘルマント編著／山縣光晶訳

森なしには生きられない
一ヨーロッパ・自然美とエコロジーの文化史一

発行所：築地書館

〒104-0045東京都中央区築地7-4-4-201

盃03(3542)3731

1999年6月25日発行A5判',240=

定価（本体2.500円十税）

今
Ⅱ
マ
な
丘
心
ト
マ
忌
金
Ｂ
Ｆ
Ｅ
酉
曾

悪
。
●
壷
■
⑨
句
●
宅
３
③
丑
牙
‐

:｢曇霧鍾蟄溌鵬慨糯鑿馨鯨難
；極めて刺激的な題名が付けられてというものがどういう経過を経て，

冬いることです。訳者はだれかと見国民共通の認識となり，文化にま
愚

・ると，北海道森林管理局の計画部で高められたのかも知られていま

＆長を勤める山縣光晶氏（現・近畿せん。

召中国森林管理局計画部長）であり，本書の編著者であるJ.ヘルマン

‘氏は要職にありながらも本書を訳卜は，景観や環境保護を重視する

されたのです。考えは，経済や利益を重視する重

ヨーロッパ，特にドイツを訪問商主義や自由主義の思想が広まつ

iすると，森林や田園村々のたたた’8世紀後半に，これらの思想に

＃ずまいが非常に美しいことがすぐ対する批判として出されていると

；わかりますが，こうした美しさがしています。’9世紀に入ると，ル

|鰯辮鰊懸蹴隷難熱就撫2
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自撚鍵防
鋤曾,畠監

蘭

名 は各分野の第一線で活躍中の鴬驚鍵蕊議

方々であって，最新の知見を交え：京都府綾部市で，ここの地形

ながら樹木医学の基礎と全体像を，｜の特質である「自然堤防｣の上
研究者でなくとも理解できるように散在している古墳遺跡を訪ね

はん

に解説してくれている。本書では，歩いた。自然堤防とは，川が氾
らん

各章・節の頭には概要とキーワー濫した後，その流れ道の跡に砂

ドが記述され，また，多くの注が§が厚く堆積してできた台地（河
適所に挿入され，読みやすく，理：岸段丘）を意味する考古学上の

解しやすいように工夫されている。用語である。綾部市を流れる由

さらに各章･節に関連する27の項良川は，古代から洪水を繰り返

目についてのコラムが散りばめら；した川で，古代人はこの上流か

t蝋灘蜜晋鴬；溌鰹鱸蘇奪”
最新知識を与えてくれる楽しい読：由良川は若狭，近江，丹波の
物になっている｡例えば,樹幹にi国境にある三国岳近くから流れ
聴診器を当てて聞こえるのは，決｜出て，丹波山地の山々 を縫って
して樹木が水を吸い上げている音‘西流する。その両岸には自然堤
ではなく，夢が聞こえるというのI防(河岸段丘)が台地状の地形
が正解であることを多角的に検討；を造るものの,扇状地を造るこ

と辮鴎蕊暴墓驍｡瀞獣麗蓄捌溶雷

鯏藻簿謝鶴錯議
一読稲鱸璽暴懸:｡!醗鮮噸菱噸

教授／小林一三） ”して知られる由良川の災害は，
アマ盃アー毎元年茸…識一寺”堅二一1坐合ｬ､…一=~■罰巳巳甲EpE壺一

’こうした地形から生まれた必然

好んだ青年層を中心とするワング的な現象とされている。
－フォーケルの運動が始まりましミ古代人が居住した跡（遺跡）

もこの自然堤防の上に発達した。

由良川の支流の小さな水系の奥

深く，住居跡が確認されていた。

そして，その水系の上流には深

い森林がこんもりとしていた。

案内していただいた綾部市資料

館の近澤豊明氏（考古学専門）

の話に耳を傾けながら，市内の

旧石器・縄文・弥生時代の遺跡

を訪ねて，由良川の支流の犀川，

八田川，上林川の奥深〈まで分

け入り，水系に沿って連なる小

高い山地（丘陵）の先端の遺跡

を訪ねながら，これらの水を蓄

え，常に流してきた森林の役割

の大きさを思った。古墳時代に

入ると遺跡の数はさらに増え，

小水系ごとの小さな集落が形成

されていた。この小水系ごとの

小集落形成が丹波山地（特に古
いかもが

代律令制下の何鹿郡地方）の特

徴という（｢綾部市の歴史と文化

一母なる由良川一｣,綾部市資料

館編’993)。

佐賀地区では水の神様（おか

み）を祀っていた。古代人たち

は水神を守る森と林に，命を預

けていたのであろう。

（筒井廸夫）
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“

好んだ青年層を中心とするワンダ

ーフォーケルの運動が始まりまし

た。これらの運動の展開と蓄積な

どによって，ヨーロッパ,特にドイ

ツにおいては田園や森林景観の保

全，そして環境保護が国民共通の

認識となり，文化となったのです。

森林や環境保護に関心を持つ人

に本書を読んでいただき，森林や

景観保護にかかわる文化，思想の

奥深さに触れてもらいたいと思い

ます。

（北海道大学農学部教授／石井寛）
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柚日本林業技術協会支部連合大会のお知らせ
本年度も日本林学会各支部大会との共催として，本会各支部連合大会が開催されます。ふるってご参加ください。

鶏嘉蕊|期日
ｳ

会場および備考大会問合せ先
壁

北海道大学農学研究科・渋谷正人
a011~706-3346

札幌市民会館／札幌市北海道

北海道

関東

北関東・南関東

11．5

日本大学森林資源科学科・増谷利博
BO466-84-3673

フォーラム246／神奈川県伊勢原市石田
シンポジウム「里山保全の新たな視点」

10.22～23

名古屋大学大学院生命震穿研究科
竹田泰雄aO52-789-4059

8日：福井県民会館／福井市
9日？現地見学会（足羽林業地他）

中部

信州・中部
10．8～9

京都大学森林科学専攻内・松下幸司
丑075-753-6073

京都会館会議場／京都市左京区岡崎公園内

京都大学農学部／京都市左京区北白川

ホテルプラザ宮崎／宮崎市川原町
宮崎大学／宮崎市学園木花台

関西

関西・四国

29日

30日

8日

9日

10.29～30

宮崎県林業総合センター・若松茂樹
a0982-66-2880

州
州
九
九 10.8～9

大会問合せ先については，7月号掲載のものから変更があつだ支部もありますb当号でご確認ください。

（；編集部雑記） r林業技術』および『森林航測』のコピーサービス

･封書にてお申し込みください〔①雑誌名･号数･記事名，②送付先の郵便番号・

住所・氏名・電話番号，③コピー代（所要の切手をご用意ください)〕
●コピー代：1件につき80円切手6枚。2件以上は，1件増すごとに80円切手
3枚を加えてください。単行本は別代金ですので係までご照会ください。
●申し込み先：〒102-0085東京都千代田区六番町7

棚日本林業技術協会総務部コピーサービス係冠03-3261-5282

巨木都心から一時間ほどの郊外

から通勤している。まだ所々に田畑
が見られ，手入れの良い涼しげな農
家の屋撤林も健在である。そんな通
勤路に樹高14～5m胸高直径80

cmほどのコブシの巨木が,四方に伸
び伸びと枝を広げていた。見事な花
の時期には見物に訪れる人もいる。
それが最近,見砺に枝を払われて，6
~7mの巨大な丸太のオブジェに

なってしまった。枯死する心配はな
いと思うが。所有者にも色々事情の
あることだろうし，特に珍しい事例
でもないだろう。が，寂しい。

（カワラヒワ）

|協繍会#:｡jの鰯う｜鴬|ご|鍵|き’ゞ 話;鱗j：j
◎海外出張（派遣）
7/8～18,望月技術開発部次長，
西原職員,熱帯林管理情報システ
ム整備事業,ベトナム。
8/1～15,田過参事,久道課長,ガ
ーナ現地調査，同国。
8/4～9/25,鈴木航測部長,浅香
主任調査員,小路口主任研究員,イ
ンドネシア国国立公園森林火災跡
地回復計画調査,同国。
8/16～10/28,増井国際事業部次
長,宮部課長代理,8/18～9/1,藤森
技術指導役,グワーイおよびベン
ベジ地区森林資源調査,ジンバ
ブエq
◎調査部関係業務
8/3,於本会,｢水源林造成におけ
る事業地選定手法調査」第2回検
討委員会。

◎研修
8/16～9/18,森林土壌(集団）コ
ース,ブラジルほか7カ国8名。
◎技術開発部関係業務
8/10,於本会,｢森林情報入力,処
理システム高度化調査その2」平
成11年度第1u洲査委員会。
◎本年度林業技士養成講習
本会主催のこの誰習が,9月か
らまず通信研修としてスターi､し，
本年度は林業経営72名,林業機械
8名,森林土木29名,森林評価20
名の各部門,合計129名(前年比十
4名）が受講することとなった。
◎人事異動（9月1円付）
採用調査第一部長和知秀樹
採用事業部長岡田勝輔
（森林測定部長兼務）
（空中写真室長事務取扱）

夏の思い出今年の夏の暑さは特

別で，早く秋の到来をと待ち望んだ
人も多かったのでは。つい一月ほど
前，町内会夏祭りの出店では去年と
同じ“焼き鳥”を担当し，汗だくの

中，土Hの二|-1間で二千本を焼き上
げた。採算度外視，衛生第一の方針
で，輸入物よりはるかに値のはる国
産鳥肉を味落ちが惜しまれるものの

ボイルしてからということに。午前
の仕入れ,膝I淵の仕込み，宵からの店
頭焼きと，今年は前年の経験から延

20人の編成を組み，竹串を焼き焦が
すこともなくあい努めました。

（平成の玉手箱）

●8月号訂正:p.33越智氏の所屈と本文左段2行目の愛知県を愛媛県に訂正し

お詫び申し上げます。

苦学生の友ミソ汁には煮干しと

うを入れ，イワシや豆腐をおかずに

した食事をベースにしなさい。これ
はある大学教授が新入学生に贈った
言葉｡確かに自分でメシを炊き，イワ
シやサバの切身を焼いて食べるのは

経済的。非苦学の小生もしばらくは
実践したのですが，近くのプレス工
場で苦学生の友版メニューをグッと
ゴージャスにしたような賄い付きア

ルバイトがあったので，すぐに乗り
換えましたね。大きなプレス機械は，
両手でボタンを押さないと作動しな
い仕組みでした。（山遊亭明朝）

林業技術第690号平成11年9I]10日発行

編集発行人弘中義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102-0085東京都千代田区六番町7TELO3(3261)5281(代）
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EDDD年2月末締めに
第47回森林・林業写実コンクーノレ作品募集里昌領
本会主催写真コンクール第47回の締切りが，平成
12(2000)年の2月末締め（当日消印有効）と変更に
なりました。今年も多数の応募をお待ちしております

が，締切りHの変更には十分ご注意ください。
題材：林業技術（育苗．植栽．保育．木材生産・木
材利用など)，森林（森林の景観･環境保全.森林動植
物の生態.森林被害など),"1.11村（生活･風景など),
緑化，森林レクリエーション。
作品：一枚写真（四つ切およびワイド四つ切。組み
写真は含まない）とし，カラーの部，モノクロの部に

応募資格：作品は自作・未発表作品に限ります。合

成写真不可。応募者は職業写真家でないこと。
記載事項：題名，撮影者（〒番号・住所・a番号・

氏名･年齢･職業)，内容説明，撮影場所，撮影年月日・
撮影データなど。

作品の帰属：入賞作品の著作権は主催者に帰属し，

応募作品は返却しません。作品のネガ（ポジ）は，入
賞発表と同時に提出のこと。
その他詳細の問合せ・作品送付先：〒102-0085東

京都千代田区六番町7棚日本林業技術協会「森林・
林業写真コンクール」係公03-3261-5281分けます。

刊行/人工林林分密度管理図鱈識
●昭和53～62年にかけて刊行された密度管理図
（林野庁監修日林協作成）の復刻。
●A4判・樹種別地域別全22図(復刻)･解説書付き・
ホルダケース入り。
●対象樹種･"スギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツ，広
葉樹（ナラ類・クヌギ)。
●セット販売価格2,000円十税（分売不可)。
●お求めは本会事業部まで。
FAXO3-3261-30"a03-3261-6969
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平成11年度（第22回）

『空中写真セミナー』開催
のご案内

●主催㈱日本林業技術協会

●後援林野庁・日本製紙連合会

●目的：本セミナーは，空中写真

を現在利用されている方々や今後
新たに利用しようとされる方々を

対象に，空中写真を効果的に利用

するうえで必要な実技や現地淡習

による実務中心の研修を行い，空

中写真の高度利川による論施策の

効率的な実施と経済社会の発展に
寄与することを目的として､tDH

本林業技術協会が実施するもので

す。

●期間：平成11年10月18H(月)～

22口燭の5日間

●会場：棚Irl本林業技術協会会議

室（〒102-0085束京都千代田区
六番町7）

●研修人員：25名

●参加費:35,000円く研修灘･教

材費・現地淡習擬(消謝税込)等＞・
ただし，セミナー参加のための交

通費，宿泊費は各自ご負担願いま
す。

●申込み方法：平成11年9月22

日までに所定の申込書(当協会に

あります)にご記入のうえ,紬||本

林業技術協会研修室あて送付して

ください。なお，定興になりしだ
い締切となりますのでご了承くだ
さい。

●問合せ：当協会li)I修室(直通丑
03-3261-3866,担当：小原、加藤）

…
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解説書付

オオタカの営巣地における森林施業

一生息環境の管理と間伐等における対応

前橋営林局編/A4判・152頁・カラー／定価（本体4,000円十税）
間伐を中心に，施業に当たって注意すべきことをマニュアル化！

本

一
室

開発は誰のために一援助の社会学・人類学

M.M.チエルネア編・“開発援助と人類学”勉強会訳

B5変型判･408頁／定価（本体3,500円十税）
開発援助に携わる人々の必読書。教材としても高い評価！
発
行
の
好
評
既
刊
図
書

THEFORESTSOFJAPAN(英語版）

JoSASSE=/B5変型判･80頁／定価（本体1,000円十税）
オーストラリアのフォレスターによる日本の森林・林業ガイド！

森林GIS入門一これからの森林管理のために
木平勇吉・西川匡英・田中和博・龍原哲共著
A4変型判・120頁／定価（本体2,400円十税）
新時代の森林管理・森林情報とは？わかりやすい入門ガイド！

改訂新版枝打ちの手引き（平成11年3月発行）

藤森隆郎監修/A4判･22頁・カラー／定価（本体500円十税）
枝打ちの基礎から実際までを．図版中心にわかりやすく解説！

新版間伐の手引〈解説編〉
一選木から伐採・搬出・利用まで（平成9年9月発行）
林野庁監修/A4変型判・53頁／定価(950円十税）
間伐の促進に1健全で活力ある森林育成の道しるべに！

●お求めは本会事業部まで(FAXO3-3261-3044aO3-3261-6969)
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安全､そ'しご人と自然の調和を目指Ⅸ。自然 を目
I上

巾広い適用害獣
ノウサギ、カモシカ．そしてシカに臘避効果

力認められた初めての散Wiタイプ揺避剤で海

散布が簡単
これまでに鱒･ゾル剤て:シカ､ノウサギの樹

幹部分の皮剥ぎ源fにf防散術が徹えます。

長い効果
薬液は識l<乾蝶し.lifliliによる流亡が鞭〈、

食寄を長期にわたって防止します。

安全性
ｲi効成分のジラムは､殺臘剤として長年脚l1

きれてきた低樹!'蕊剤で盤通物です。

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

ｺﾆﾌｧ■水和剤
造称不を霧壺動籾の冨雪から守る ’

販売M大同商事株式会社製造保土谷アクロス株式会社
本社／〒IO5-0013東京都港区浜松町｜丁目10番8号(野田ビル5F)
東京本社03(5470)8491㈹大阪06(231)2819/九州092(76I)ll34札幌OII(563)0317

カタロクめごjIV求は、暁｡住所へどう急

ミニ温室効果による成長促進
写興は植縦後3年目のスギ（チューブの焚さ1.4m)

野生動物との共存 実用新案登録済

|ヘキサチユーブキヘ ユ
■■■■■I

シカ“カモシカ“ウサギ。ネズミ

食害完全防止
経済効果バツクンノ スギ・ヒノキ、

広葉樹等植栽木

の賎長を篝異的

に促進

に

’

★下刈り軽減

★根llllがり防止

★裾枝払い不要

★植栽本数の減少

★小苗の植栽可能

★無節の元玉

★誤伐防''二
ノ

専用の支柱及び当社開発の固定用タイ

ラップを使用しますと簡単にヘキサチ

ューブを設置できます。

@cMM認蛎欝
営業郷東部

〒613.00鋤襯'淵緊蝋'WIIIW淵胤紙ｱﾐﾘーピﾙ3【
蕊駒謝螺府泉佐野市上丸,,12

．IY2LO724.縄.0776唖XO7酬-67陰17酬
ロ
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測る
あらゆる図形の座標･m職・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の

タマヤスーバープラニクスβI
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検査済み±0.1％の高精度

苧興はスーパーブラニクスβの鰯(&タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでごIIf入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
’ ’コンビュタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

プー．（一フー βクス（ー ﾀ）スーノ

←外部出力付今
標準タイプ……

プリンタタイフ

￥160．000

￥192．000 ’ ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

、豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーバープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパーブラニクスαは、座標、辺長、線長

而職、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な1111定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出
力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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|東京書籍発行 思議シリーズ＋豊籍発 好評〃0不東 の

これらの図書は，書店でお求めいただくか直接東京書籍までご注文ください。
東京書籍株式会社〒114-8524東京都北区堀船2-17-1a03-5390-7531FAXO3-5390-7538
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k譲鰄圭撫獣篤行■
靭環境知っていますか?大いなる出会いの
撒鮮．不思議を！大気と大地の接触而に森

蕊聡職鎧繍瀧鑑

森を調べる50の方法

爵 、
蕊鑿溌瀧謬

鰯
溌

山

森の木の100不思議

日本林業技術協会編集1996年発行

本体1，165円十税，四六判217頁

知っていますか？ナンジャモンジャ

の木の正体を1奇想天外という名の

木もある文字どおり不思議に満ちた樹
木のあれこれ。彼らのしたたかな馨ら
しぶりをのぞいてみると…

鶴 照
三三

＝

》
一

■
二
四

一
一

… 磯鶴鑿 知っていますか？世界最大の生物は

きのこの仲間だということを！他縦に

よい成分をたくさん含むきのこ。命を

奪うほどの猛澁を秘めているきのこ。

森の妖糀｢きのこ｣とはいったい？

林
業
技
術
第
六
九
○
号

'湧讓
|森の動物の100不思議木の100不思議 『森
日本林業技術協会編集1994年発行

本体1，165円十税四六判，217頁

知っていますか？森に住む動物たち

のさまざまな暮らしぶりを！かたや

筈獣，かたやアイドル。しかし，どん

な動物でも無意味に生きているわけで
はありません。その行動にも理ulが･･･

日本林業技術協会編集1995年発行

本体1‘165円十税四六判，217頁

知っていますか？自然にやさしく媒

らしに役立つ身近にある木材の蝦かな

世界を1森の中で自然環境を保って

きた木は木材となって役に立ち，土に

かえって何庇も生まれかわります。
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続・森林の100不思議
日本林業技術協会編集1992年発行

本体1，165円十税，四六判，219頁

知っていますか？もの言わぬはずの

木や草がひそかにささやきあっている

事実を！広大な森林を構成する多極

多様な樹草。森の不思議に触れ森を歩
く，「統・森へのいざない｣。
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’ ’士の100不思議
日本林業技術協会編集1990年発行
本体1,000円十税，四六判,217頁

知っていますか？私たちの生活を磯

かにする鯖くべき土の働きを！樅物

とのかかわりや，土の中で起こってい

ることなど，土を取り巻くさまざまな
不思議の世界…

森の虫の100不思議
日本林業技術協会編集1991年発行

本体1，165円十税，四六判，217頁

知っていますか？自然界の11!での虫

の役制を！ほかの動物や気候風土な

どをも含めた複雑なシステムの~ドで栄

枯磯衰を繰り返す，森林と昆虫の不思
議な関係…

… ｜菫細り簿；

森と水のサイエンス の101 剰毒森上 一
○
○1蝋湖 日本林業技術協会編集1988年発行

本体981円十税，四六判，217頁

知っていますか？森と木の科学を1

ミクロの世界から地球規模の話まで，

あたりまえのこと．正しいと思ってい

たことの意外な事実。森の不思議に触

れ森を歩く，元机・森へのいざない。

中野秀章・有光一登・森川靖共著

日本林業技術協会企画1989年発行

本体1‘000円十税，四六判，176頁

知っていますか？地球の生態系を形

づくる森と水の働きを1水の循蝋過
程を追い，浄化・貯留する森林の機能
を探る。本普は中華民匡lでも翻訳。

闇

意水0
■
‘
苗
ｄ
何包
口角
‘
■

何
℃
Ｐ
・
‐

恥
皿
瀞

席
、
Ｒ
曲

§
一
斗
・

豊
塾
雰
筐

…
》…

■

■

少

色

々

■

旬

Ｑ

■

。

●

炉

令
●
●
Ｒ
画

▼
、
色
廿
Ｄ
Ｂ
■

ｇ
●
。
●
。

●
●
ｂ
ｅ
盃
ロ
も

“
凸
勺
８
０
２
０
■
＆

９
§
了
嘗
へｉ

、．、､

【■■‘

BT■

I・
も

F

r印■

P■

蕊

郷
基
好
鐸

如
盃
鐸
雨
印
〕
函

一守皿

四台“争蝉

；５
１

己
ｃ
ａ
８
Ｒ
ｏ
Ｆ

Ｉ
ｆ

ｌ
ｉ
ｉ
８

灘
種の多様性と

つ
ハ
てどう
f箭刈f茎

いう
し1.十

は？

こと
？

巨大な炭素の蓄積

？樅造やﾎ11瓦|則係

屋一=■工.

－

；妹､蕊『"瀞


	表1

	表2

	1999年9月号目次

	論壇_もっと多くの人に情報を-｢木のなんでも相談室」10年の歩みから-

	特集_生物多様性の保全と森林の取り扱いⅢ_多様性を求めた森林施業の先駆-東大北演の林分施業法-
 
	特集_生物多様性の保全と森林の取り扱いⅢ_天然更新における多様性の維持-伐採前掻き起こし-

	特集_生物多様性の保全と森林の取り扱いⅢ_生物多様性の保全を目指した森林管理に関する研究動向-これまでとこれから-

	特集_生物多様性の保全と森林の取り扱いⅢ_自然に近い山づくり-私の「生物多様性」への思いと実践-
 
	第45回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_モーターを利用した枝打ち機の考案について

	第45回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_新規火山灰堆積地におけるトドマツの束植えの成長過程(第2報)および今後の取り扱いについての検討

	第45回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_｢軽井沢野烏の森」の森林施業
について
 
	第45回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_スギ長伐期施業林における穿孔性害虫による加害調査-ゴトウヅルとコウモリガのかかわり

	第45回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_緑化工事におけるシカの被害対策工法について

	第45回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_簡易な測樹のための「材積スケール」 ／菌床シイタケ栽培現場におけるナガマドキノコバエのシイタケ子実体食害とその防除の試み

	第45回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_知床岬（羅臼町）におけるエゾシカの食害について／伊豆森林管理署管内のシカ対策について

	緑のキーワード_木造住宅の解体／新刊図書紹介

	会員の広場_イリアンジャヤより愛麿山国有林を望む

	林業関係行事一覧／技術情報

	最新・細心・海外勤務処方箋8_生活編：その2_食料調達・食事

	｢北の森◇北の風」通信6_ねぶた囃子を聞きながら-第2回-

	桜井尚武の5時からセミナー3_生態学者は何でも詳しいみたいだ／統計にみる日本の林業_進むプレカット化／こだま_後継者育成中

	本の紹介_樹木医学／森なしには生きられない／林政拾遺抄_自然堤防

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


